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予算決算常任委員会 

 

平成３０年３月１９日（月）               

午 前 １ １ 時 １ ６ 分 開  会               

 

○三鬼（孝）委員長   ただいまから予算決算常任委員会を再開いたします。  

 尾鷲総合病院に係る議案第２３号と議案第１８号の説明を求めます。  

○内山総合病院事務長   尾鷲総合病院でございます。よろしくお願いいたします。  

 それでは、議案第２３号、平成２９年度尾鷲市病院事業会計補正予算（第３号）

の議決について、補正予算書及び予算説明書の内容について御説明申し上げます。

通知させていただきます。  

 １ページをごらんください。  

 第１条、平成２９年度尾鷲市病院事業会計の補正予算（第３号）は、次に定める

ところによる。  

 第２条、平成２９年度尾鷲市病院事業会計予算（以下「予算」という。）第２条

に定めた業務の予定量を次のとおり補正する。  

 （２）患者数につきまして、入院１日平均１９６人を１９４人に、年間延べ７万

１ ,６１６人を７万６２８人に、外来１日平均４０６人を４０１人に、年間延べ９

万８ ,９９７人を９万７ ,７６８人に、それぞれ補正するものでございます。内容に

つきましては、後ほど資料のほうで御説明いたします。  

 第３条、予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。  

 収入の部といたしまして、第１款病院事業収益、既決予定額４４億１ ,６８３万

円に補正予定額５０１万を増額し、合計４４億２ ,１８４万円とするものでござい

ます。  

 第１項医業収益、既決予定額３８億３ ,９６１万６ ,０００円に補正予定額５０１

万円を増額し、合計３８億４ ,４６２万６ ,０００円とするものでございます。  

 支出の部といたしまして、第１款病院事業費用、既決予定額４４億４ ,４３２万

５ ,０００円から補正予定額３２１万８ ,０００円を減額し、合計４４億４ ,１１０

万７ ,０００円とするものでございます。  

 第１項医業費用、既決予定額４３億６ ,４０６万１ ,０００円から補正予定額１ ,

１８８万６ ,０００円を減額し、合計４３億５ ,２１７万５ ,０００円とするもので

ございます。  
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 第２項医業外費用、既決予定額７ ,９２６万４ ,０００円に補正予定額８６６万８ ,

０００円を増額し、合計８ ,７９３万２ ,０００円とするものでございます。  

 第４条、予算第４条本文括弧書き中、（資本的収入額が資本的支出額に対し不足

する額１億４ ,３０２万６ ,０００円は一時借入金で措置するものとする。）を（資

本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１億４ ,１８２万６ ,０００円は一時借

入金で措置するものとする。）に改め、資本的収入及び支出の予定額を次のとおり

補正するものでございます。  

 収入の部といたしまして、第１款資本的収入、既決予定額３億６４０万２ ,００

０円に補正予定額５９万９ ,０００円を増額し、合計３億７００万１ ,０００円とす

るものでございます。  

 第１項企業債、既決予定額１億１ ,６８０万円から補正予定額１２０万円を減額

し、合計１億１ ,５６０万円とするものでございます。  

 第３項投資返還金、既決予定額１ ,０００円に補正予定額１７９万９ ,０００円を

増額し、合計１８０万円とするものでございます。  

 支出の部といたしまして、第１款資本的支出、既決予定額４億４ ,９４２万８ ,０

００円から補正予定額６０万１ ,０００円を減額し、合計４億４ ,８８２万７ ,００

０円とするものでございます。  

 第１項建設改良費、既決予定額１億３ ,１４７万１ ,０００円から補正予定額６０

万１ ,０００円を減額し、合計１億３ ,０８７万円とするものでございます。  

 ２ページをごらんください。  

 第５条、予算第６条、企業債を次のように改める。  

 医療機器整備事業の補正前の限度額１億１ ,６８０万円を補正後の限度額１億１ ,

５６０万円にするものでございます。内容につきましては、入札により額が確定し

たことによる変更でございます。  

 第６条、予算第９条に定めた経費の金額を次のように改める。  

 （１）職員給与費の既決予定額２４億１ ,８２９万４ ,０００円から補正予定額４

６６万９ ,０００円を減額し、合計２４億１ ,３６２万５ ,０００円とするものでご

ざいます。  

 ３ページをごらんください。  

 平成２９年度尾鷲市病院事業会計補正予算（第３号）説明書でございます。  

 款、項につきましては、先ほど御説明いたしましたので、省略をさせていただき

ます。  
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 （１）収益的収入及び支出のうち、収入の部、１項医業収益、１目入院収益、１

節入院収益５ ,３８８万円の増額は、当初の見込みより入院患者数が減となるもの

の、１人当たりの単価が増額となることによるものでございます。  

 ２目外来収益、１節外来収益５ ,４９１万５ ,０００円の減額は、当初の見込みよ

り外来患者数が減となることによるものでございます。内容につきましては、後ほ

ど資料のほうで御説明いたします。  

 ４目その他医業収益、２節公衆衛生活動収益６０４万５ ,０００円の増額は、当

初の見込みよりも乳幼児予防接種及びインフルエンザ予防接種の増等によるもので

ございます。  

 次に、支出の部、１項医業費用、１目給与費４６６万９ ,０００円の減額は、当

初見込んでいた職員数より減員となったこと等によるものでございます。内訳とい

たしまして、２節給料２３４万１ ,０００円の減額、３節手当４８１万１ ,０００円

の減額、６節退職給付費２４８万３ ,０００円の増額でございます。  

 ３目経費７２１万７ ,０００円の減額のうち、１１節修繕費４０９万１ ,０００円

の減額は、施設修繕費の実績に伴う減額でございます。  

 １３節賃借料３１２万６ ,０００円の減額は、在宅酸素賃借料の減額によるもの

でございます。  

 次に、２項医業外費用、３目雑損失、１節その他雑損失８３９万９ ,０００円の

増額は、学資貸与金貸与者４名が３月末で当院に規定の年数従事することとなり、

返還免除となることによるものでございます。  

 ５目消費税及び地方消費税、１節消費税及び地方消費税２６万９ ,０００円の増

額は、補正を行うことにより変更となる消費税及び地方消費税を再算定したことに

伴う増額でございます。  

 ４ページをごらんください。  

 （２）資本的収入及び支出のうち、収入の部、１項企業債、１目企業債１２０万

円の減額は、１節企業債１２０万円の減額で、医療機器購入費の減額に伴う医療機

器整備事業債の減額でございます。  

 ３項投資返還金、１目投資返還金、１節学資貸与金返還金１７９万９ ,０００円

の増額は、学資貸与金貸与者１名から貸与金が返還されたことによるものでござい

ます。  

 次に、支出の部、１項建設改良費、１目資産購入費６０万１ ,０００円の減額は、

１節器械備品購入費６０万１ ,０００円の減額で、入札により額が確定したことに
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よる減額でございます。  

 ５ページをごらんください。  

 財務諸表について御説明させていただきます。なお、財務諸表に記載している数

字は、平成２８年度決算をもとに算出したものでございます。  

 平成２９年度尾鷲市病院事業会計予定キャッシュ・フロー計算書でございます。

これは、平成２９年度１年間の現金の増減をあらわすものでございます。  

 ６ページをごらんください。  

 下段の今年度末の資金残高は３ ,９３５万１ ,０００円となる見込みでございます。  

 ７ページをごらんください。  

 給与費明細書でございます。先ほど御説明したとおり、２４億１ ,８２９万４ ,０

００円から４６６万９ ,０００円を減額し２４億１ ,３６２万５ ,０００円とするも

のでございます。  

 ８ページをごらんください。  

 平成２９年度尾鷲市病院事業会計予定損益計算書でございます。  

 ９ページをごらんください。  

 補正後の予定では、下から３段目の当年度純損失は１億４６３万６ ,０００円と

なる見込みでございます。  

 １０ページからは、尾鷲市病院事業会計予定貸借対照表及び注記を記載しており

ますので御参照ください。  

 以上が、平成２９年度尾鷲市病院事業会計補正予算書（第３号）及び予算説明書

の説明でございます。  

 引き続き、資料の説明をさせていただいてよろしいでしょうか。  

○平山総合病院総務課長   それでは、資料のほうを通知させていただきます。  

 それでは、１ページ、資料１のほうをごらんください。  

 業務予定量について、入院・外来患者数の御説明であります。まず、上の表、入

院患者数でございますが、それぞれ科別で、科別の隣に当初予定数を記載しており

ます。当初は７万１ ,６１６人、それに隣、１日平均患者数につきましては、平成

２９年４月から１２月末までの実績をもとにそれぞれ科別の１日平均の患者数を算

定し、それに日数を掛け、新たに補正する量、年間見込患者数のほうを算出してお

ります。  

 年間見込み患者数の合計につきましては７万６２８人で、当初比較で補正予定数

といたしまして、マイナスの９８８人。減少の大きい診療科といたしましては、一
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番上、内科一般で当初比較マイナスの９８６人、内科の療養でマイナスの１ ,１３

２人となっております。増加分につきましては、３段目、外科で３２８人の増、ま

た、その下、整形外科で７３０人の増、これらをあわせまして、減額がマイナスの

９８８人で、補正後の入院１日平均患者数につきましては、７万６２８人を３６５

日で割りまして、１日当たり１９４人としております。  

 次に、外来患者数でございます。こちらの表につきましても、上段、内科の透析

を含む部分から脳神経外科ほかまでの当初予定数が合計で９万８ ,９９７人、それ

に同じく平成２９年４月から１２月までの実績をもとに１日の平均患者数とそれぞ

れ平日、診療科ごとの日数を掛けまして、年間見込患者数を算出しております。こ

ちらが、当初の９万８ ,９９７人に対しまして、年間見込み患者数が９万７ ,７６８

人で、補正予定数といたしましてマイナスの１ ,２２９人となっております。こち

ら、増加分といたしましては、内科、透析を含む一番上で、補正予定量が１ ,０７

３人の増、あと、減少の大きい部分で３段目、整形外科で当初比マイナスの１ ,０

７３人、これらを合計いたしまして、補正予定量がマイナスの１ ,２２９人で、補

正後の外来１日患者数といたしましては、１日当たり４０１人とするものです。  

 次に、２ページをごらんください。  

 資料２、医業収益について、入院収益と外来収益でございます。まず、上の表に

つきましては入院収益でございます。こちらのほう、各診療科別に当初予算額につ

きましては２１億２ ,１８１万８ ,０００円、これに対しまして、１人１日の平均単

価を平成２９年４月から１２月末までの実績をもとに算出いたしまして、１日平均

の患者数、先ほどの人数を乗じまして年間見込み収益のほうを算出しております。

年間見込み収益といたしましては２１億７ ,５６９万８ ,０００円で、補正量の増と

いたしまして５ ,３８８万円の増としております。  

 主な内訳といたしまして、上段、内科につきましては、それぞれ患者数の減によ

り減となっておりますが、３段目、外科につきましては、患者数の増及び外科単価

が当初と比較で約４ ,６６０円増となっておりますので、補正量が６ ,１１４万４ ,

０００円の増、あと、整形外科につきましても患者数増がございましたので、１ ,

６５３万７ ,０００円の増となり、これら合計いたしまして５ ,３８８万円の補正予

定量となっております。  

 下の表、外来収益でございますが、こちらのほうも同じく当初予算額１５億９ ,

２９８万３ ,０００円に対しまして、実績により１日１人当たりの平均単価をそれ

ぞれ平均患者数、日数で乗じまして、年間見込み収益のほうを算出しております。
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こちらのほう、見込み合計といたしまして、１５億３ ,８０６万８ ,０００円となり、

補正予定額の合計といたしましては、マイナスの５ ,４９１万５ ,０００円となって

おります。中身、内科につきましては、患者数につきましては増となってございま

すが、こちらのほう、１人当たり単価の減がございましたので、補正予定量を３ ,

０４７万６ ,０００円と、外科につきましては、こちらのほう、患者増がございま

したので、３６３万２ ,０００円の増、整形外科、こちらにつきましては、患者数

等による減、これら各診療科を合計いたしまして、合計でマイナスの５ ,４９１万

５ ,０００円の減という補正内容の内訳となっております。  

 説明につきましては以上でございます。  

○内山総合病院事務長   それでは、議案第１８号、平成３０年度尾鷲市病院事業

会計予算の議決について。予算書及び予算説明書の内容について御説明申し上げま

す。通知させていただきます。  

 １ページをごらんください。  

 総則、第１条、平成３０年度尾鷲市病院事業会計の予算は次に定めるところによ

る。  

 業務の予定量、第２条、業務の予定量は次のとおりとする。（１）病床数、一般

病床１９９床、療養病床５６床、（２）患者数、入院、１日平均１９２人、年間延

べ７万２２６人、外来、１日平均４００人、年間延べ９万７ ,４８２人といたして

おります。  

 収益的収入及び支出、第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定

める。  

 収入の部といたしまして、第１款病院事業収益４３億７ ,７１８万１ ,０００円、

第１項医業収益３８億３ ,２２１万３ ,０００円、第２項医業外収益５億４ ,４８６

万８ ,０００円、第３項特別利益１０万円。  

 支出の部といたしまして、第１款病院事業費用４３億７ ,０８５万８ ,０００円、

第１項医業費用４２億９ ,７５６万５ ,０００円、第２項医業外費用７ ,２４９万３ ,

０００円、第３項特別損失８０万円でございます。  

 資本的収入及び支出としまして、第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次の

とおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１億１ ,８７９万

円は一時借入金で措置するものとする。）。  

 収入の部といたしまして、第１款資本的収入２億６ ,８５９万５ ,０００円、第１

項企業債８ ,３４０万円、第２項負担金１億８ ,５１９万３ ,０００円、第３項投資
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返還金、第４項寄附金、それぞれ１ ,０００円でございます。  

 支出の部といたしまして、第１款資本的支出３億８ ,７３８万５ ,０００円、第１

項建設改良費９ ,２４０万１ ,０００円、第２項企業債償還金２億８ ,７１８万１ ,０

００円、第３項投資７８０万円、第４項返還金３ ,０００円でございます。  

 ２ページをごらんください。  

 債務負担行為、第５条、債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額

は、次のとおりと定める。事項、学資貸与金、期間、平成３１年度から平成３４年

度まで、限度額１ ,２００万円でございます。  

 企業債、第６条、起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次

のとおりと定める。起債の目的は、医療機器整備事業。限度額は８ ,３４０万円、

起債の方法は証書借入、利率は年利率３％以内、償還の方法は、償還期限は借入先

の融資条件とする。ただし、財政等の都合により繰上償還することができる。なお、

起債の全部または一部を翌年度へ繰り越して借り入れることができるとするもので

ございます。  

 一時借入金、第７条、一時借入金の限度額は６億円と定める。  

 予定支出の各項の経費の金額の流用、第８条、予定支出の各項の経費の金額を流

用することができる場合は、次のとおりと定める。（１）平成３０年度尾鷲市病院

事業会計予算中、不足を生じる場合、款内各項の全額。  

 （議会の議決を経なければ流用することのできない経費）、第９条、次に掲げる

経費については、これらの経費の金額をこれらの経費のうち、他の経費の金額に、

もしくはこれら以外の経費の金額に流用し、または、これら以外の経費をこれらの

経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。（１）職員給与

費２３億９ ,２９１万円、（２）交際費８０万円。  

 他会計からの補助金、第１０条、病院群輪番制病院運営事業のため一般会計から

この会計へ補助を受ける金額は３ ,３３２万円である。  

 たな卸資産購入限度額、第１１条、たな卸資産の購入限度額は１０億４５０万円

と定める。  

 ３ページをごらんください。  

 重要な資産の取得、第１２条、重要な資産の取得は次のとおりとする。１、取得

する資産、種類は器械備品、名称は透析装置及び血液浄化用装置及び医用画像情報

システム、数量は一式とするものでございます。  

 ４ページをごらんください。  
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 平成３０年度尾鷲市病院事業会計予算実施計画でございます。なお、款、項につ

きましては、先ほど御説明いたしましたので、省略をさせていただきます。  

 （１）収益的収入及び支出でございます。  

 収入の部といたしまして、１款病院事業収益、１項医業収益は、１目入院収益、

１節入院収益２１億６ ,２６０万９ ,０００円。  

 ２目外来収益、１節外来収益１５億３ ,３６２万２ ,０００円でございます。  

 入院収益及び外来収益につきましては、後ほど資料のほうで御説明させていただ

きます。  

 ３目健診収益３ ,７３８万７ ,０００円の内訳は、１節一般健診収益２ ,３７９万

４ ,０００円、２節脳ドック収益４００万２ ,０００円、３節一般ドック収益１８万

２ ,０００円、４節妊婦健診収益８５６万１ ,０００円、５節乳児健診収益８４万８ ,

０００円でございます。  

 ４目その他医業収益９ ,８５９万５ ,０００円の内訳は、１節室料差額収益６ ,１

２３万７ ,０００円、２節公衆衛生活動収益１ ,８６４万６ ,０００円、３節その他

医業収益１ ,８７１万２ ,０００円でございます。  

 ２項医業外収益は、１目負担金、１節一般会計負担金２億８ ,９８０万７ ,０００

円は、一般会計からの繰入金のうち収益的収支に係る分で、資本的収支に係る繰入

金とあわせると４億７ ,５００万円となり、前年度と比較して２ ,５００万円の減で

ございます。  

 ２目補助金３ ,５３３万９ ,０００円の内訳は、１節一般会計補助金３ ,３３２万

円は、病院群輪番制病院運営事業補助金でございます。２節国県補助金２０１万９ ,

０００円は、産科医等確保支援事業補助金ほか２件でございます。  

 ３目寄附金、１節寄附金１ ,０００円。  

 ４目患者外給食収益、１節患者外給食収益８８万４ ,０００円。  

 ５目長期前受金戻入１億９ ,７４１万５ ,０００円の内訳は、１節国県補助金長期

前受金戻入２ ,９３８万１ ,０００円、２節その他長期前受金戻入１億６ ,８０３万

４ ,０００円、これらは、資産の減価償却にあわせて補助金等を戻入するものでご

ざいます。  

 ６目その他医業外収益、１節その他医業外収益２ ,１４２万２ ,０００円は、テレ

ビカードほかの収益でございます。  

 ３項特別利益は、１目過年度損益修正益、１節過年度損益修正益１０万円でござ

います。  
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 ５ページをごらんください。  

 支出の部でございます。１款病院事業費用、１項医業費用、１目給与費２３億９ ,

２９１万円の内訳は、１節報酬２億１ ,６１９万１ ,０００円で応援医師等の報酬で

ございます。２節給料８億４ ,８１０万２ ,０００円は、職員２３７名分の給料でご

ざいます。３節手当６億１ ,５９１万３ ,０００円は、期末勤勉手当、特殊勤務手当

等でございます。４節賃金１億４ ,３９８万５ ,０００円、５節法定福利費２億９ ,

７７１万６ ,０００円、６節退職給付費１億３ ,７０４万２ ,０００円は、定年退職

者の退職金及び退職給付引当金繰入額でございます。７節賞与引当金繰入額１億１ ,

１５０万７ ,０００円は、平成３１年度に支給する賞与のうち当年度分、平成３０

年度を計上するものでございます。８節法定福利費引当金繰入額２ ,２４５万４ ,０

００円は、平成３１年度に支出する法定福利費のうち当年度分、平成３０年度分を

計上するものでございます。  

 ２目材料費９億３ ,１０９万３ ,０００円の内訳は、１節薬品費５億８ ,８８０万

円、２節診療材料費３億３ ,３２９万３ ,０００円、３節給食材料費８００万円、４

節医療消耗備品費１００万円でございます。  

 ３目経費７億３ ,２１７万１ ,０００円の内訳は、１節厚生福利費９４万６ ,００

０円、２節報償費４２万９ ,０００円、３節旅費交通費９３４万３ ,０００円、４節

職員被服費８４万円、５節消耗品費２ ,３７９万３ ,０００円、６節消耗備品費２６

６万９ ,０００円、７節光熱水費８ ,２２７万３ ,０００円、８節燃料費４ ,６６５万

９ ,０００円、９節食糧費７２万円、１０節印刷製本費８０万円、１１節修繕費３ ,

９０３万３ ,０００円、１２節保険料６０８万３ ,０００円でございます。  

 ６ページをごらんください。  

 １３節賃借料８ ,８１４万３ ,０００円は、患者及び職員駐車場賃借料が主なもの

でございます。修繕費と賃借料につきましては、後ほど資料のほうで説明をさせて

いただきます。  

 １４節通信運搬費５９２万２ ,０００円、１５節委託料３億６ ,７５１万９ ,００

０円は、医療事務委託及び給食業務委託が主なものでございますけれども、こちら

につきましても後ほど資料のほうで御説明をさせていただきます。１６節臨床検査

委託料８６６万９ ,０００円、１７節諸会費１７３万円、１８節交際費８０万円、

１９節広告料６５万４ ,０００円、２０節負担金２ ,３５２万３ ,０００円、２１節

使用料７１５万９ ,０００円、２２節手数料１ ,２６１万１ ,０００円、２３節公課

費３万３ ,０００円、２４節貸倒引当金繰入額１８０万円、２５節雑費２万円でご
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ざいます。  

 ４目減価償却費２億２ ,６８４万６ ,０００円の内訳は、１節建物減価償却費１億

８２３万４ ,０００円、２節構築物減価償却費９万６ ,０００円、３節器械備品減価

償却費１億１ ,２６２万２ ,０００円、４節車両減価償却費８７万１ ,０００円、５

節その他有形固定資産減価償却費５０２万３ ,０００円で、減価償却費は、前年度

と比較して１ ,１２０万４ ,０００円の増でございます。  

 ５目資産減耗費４１９万６ ,０００円の内訳は、１節たな卸資産減耗費４万円、

２節固定資産除却費４１５万６ ,０００円で、資産減耗費につきましても後ほど資

料のほうで御説明させていただきます。  

 ６目研究研修費１ ,０３４万９ ,０００円の内訳は、１節謝金３６万２ ,０００円、

２節図書費２７９万７ ,０００円、３節旅費交通費３７４万４ ,０００円、４節研究

雑費３４４万６ ,０００円でございます。  

 ２項医業外費用のうち１目支払利息及び企業債取扱諸費６ ,５４０万４ ,０００円

の内訳は、１節企業債利息６ ,４２０万４ ,０００円で、前年度と比較して７２８万

円の減額でございます。２節一時借入金利息１２０万円でございます。  

 ２目患者外寝具賃借料、１節患者外寝具賃借料４６万６ ,０００円でございます。  

 ３目雑損失、１節その他雑損失１ ,０００円でございます。  

 ７ページをごらんください。  

 ４目雑支出、１節雑支出１ ,０００円でございます。  

 ５目消費税及び地方消費税、１節消費税及び地方消費税６６２万１ ,０００円で

ございます。  

 ３項特別損失は、１目過年度損益修正損、１節過年度損益修正損８０万でござい

ます。  

 以上が収益的収入及び支出の予定額でございます。  

 続きまして、（２）資本的収入及び支出でございます。  

 収入の部といたしまして、１款資本的収入、１項企業債は、１目企業債、１節企

業債８ ,３４０万円は、医療器械整備事業債でございます。  

 ２項負担金は、１目他会計負担金、１節一般会計負担金１億８ ,５１９万３ ,００

０円は、先ほど御説明しました一般会計からの繰入金のうち資本的収支に係る分で、

内訳は企業債元金償還金分の負担金及びみえ森と緑の県民税市町交付金でございま

す。  

 ３項投資返還金は、１目投資返還金、１節学資貸与金返還金１ ,０００円。  
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 ４項寄附金は、１目寄附金、１節寄附金１ ,０００円でございます。  

 ８ページをごらんください。  

 支出の部でございます。１款資本的支出、１項建設改良費のうち、１目資産購入

費、１節器械備品購入費８ ,０９９万６ ,０００円で、資産購入費につきましても、

後ほど資料のほうで御説明をさせていただきます。  

 ２目工事費の内訳は、１節工事請負費１ ,０５４万１ ,０００円は、エアコン等工

事費及びランドリー室における業務用蒸気式洗濯機１基、業務用蒸気式乾燥機２基

の更新工事でございます。  

 ２節委託料８６万４ ,０００円は、耐用年数を経過した火災報知器設備を更新す

るための設計費でございます。  

 ２項企業債償還金は、１目企業債償還金、１節企業債償還金２億８ ,７１８万１ ,

０００円で、前年度と比較して２ ,２３６万１ ,０００円の減でございます。  

 ３項投資につきましては、１目投資、１節学資貸与金７８０万円でございます。  

 ４項返還金は、１目補助金返還金、１節県補助金返還金３ ,０００円は、前年度

の地域医療体制基盤整備事業補助金のうち、特定収入割合が５％以下となる見込み

のため、控除できない消費税相当分について返還するものでございます。  

 以上が資本的収入及び支出の予定額でございます。  

 ９ページをごらんください。  

 平成３０年度尾鷲市病院事業会計予定キャッシュ・フロー計算書でございます。

これは平成３０年度１年間の現金の増減をあらわすものでございます。  

 １、業務活動によるキャッシュ・フローは合計９ ,７２０万４ ,０００円。  

 ２、投資活動によるキャッシュ・フローは合計８ ,１９３万６ ,０００円。  

 １０ページをごらんください。  

 ３、財務活動によるキャッシュ・フローは合計マイナス２億３７８万１ ,０００

円。  

 以上により、１年間の資金増減額はマイナス２ ,４６４万１ ,０００円となり、資

金期首残高が３ ,９３５万１ ,０００円であるため、資金期末残高は１ ,４７１万円

でございます。  

 １１ページをごらんください。  

 給与費明細書でございます。１、総括のうち、職員数は、前年度２３８人、本年

度２３８人となり、増減はございません。給与費等の合計は、前年度２４億２３万

４ ,０００円、本年度２３億９ ,２９１万円、前年度比７３２万４ ,０００円の減で
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ございます。詳細につきましては１４ページまで記載しております。  

 次に、１５ページをごらんください。  

 債務負担行為に関する調書でございます。複合機使用料ほか１６件の債務負担行

為について記載してございます。  

 １６ページをごらんください。  

 平成３０年度尾鷲市病院事業会計予定損益計算書でございます。  

 １、医業収益は３２億２ ,２２１万９ ,０００円。  

 ２、医業費用は４２億４ ,４７８万円、医業損失は４億２ ,２５６万１ ,０００円

でございます。  

 ３、医業外収益は５億４ ,３６５万４ ,０００円。  

 ４、医業外費用は１億９ ,５０２万２ ,０００円、経常損失は７ ,３９２万９ ,００

０円でございます。  

 １７ページをごらんください。  

 ５、特別利益は１０万円。  

 ６、特別損失は８０万円。  

 当年度純損失は７ ,４６２万９ ,０００円でございます。前年度繰越欠損金は２８

億５１８万２ ,０００円であるため、当年度未処理欠損金は２８億７ ,９８１万１ ,

０００円でございます。前年度当初予算における純損失は８ ,５８４万８ ,０００円

であるため、前年度と比較して１ ,１２１万９ ,０００円純損失額が減となるもので

ございますが、これは一般会計からの繰入金が減額となるものの、材料費等が減額

となることによるものでございます。  

 １８ページをごらんください。  

 平成３０年度尾鷲市病院事業会計予定貸借対照表でございます。  

 資産の部につきましては、１、固定資産合計２９億５ ,１２７万２ ,０００円。２、

流動資産合計６億７ ,６７６万８ ,０００円。以上により、資産合計は３６億２ ,８

０４万円でございます。  

 １９ページをごらんください。  

 負債の部につきましては、３、固定負債合計２２億２ ,２２４万６ ,０００円、う

ち建設改良費等の財源に充てるための企業債が１８億５ ,７３８万５ ,０００円、退

職給付引当金が３億６ ,４８６万１ ,０００円でございます。  

 ４、流動負債合計１０億２ ,８７３万１ ,０００円、うち一時借入金が３億８ ,０

００万円、建設改良費等の財源に充てるための企業債が３億１ ,０４７万１ ,０００



－１３－ 

円、賞与引当金が１億１ ,１５０万７ ,０００円、法定福利費引当金繰入額が２ ,２

４５万４ ,０００円でございます。  

 ３、繰延収益合計２億５ ,１４０万１ ,０００円。  

 以上により、負債合計は３５億２３７万８ ,０００円でございます。  

 ２０ページをごらんください。  

 資本の部につきましては、６、資本金２億８５万６ ,０００円。７、剰余金合計

マイナス７ ,５１９万４ ,０００円、うち資本剰余金が２８億４６１万７ ,０００円、

欠損金が２８億７ ,９８１万１ ,０００円。  

 以上により、資本合計は１億２ ,５６６万２ ,０００円となり、負債資本合計は３

６億２ ,８０４万円でございます。  

 ２１ページ、２２ページをごらんください。  

 財務諸表を作成するに当たり採用した会計処理の基準及び手続を注記として記載

しております。  

 ２３ページから２９ページにつきましては、前年度の財務諸表でございます。  

 次に、３０ページをごらんください。  

 企業債明細書でございます。平成３０年度末の未償還残高合計は２１億６ ,８８

５万６ ,０６８円となり、前年度当初予算と比較して１億９ ,０２８万５７９円の減

でございます。  

 予算書の説明は以上でございますけれども、資料のほうの説明を引き続きさせて

いただいてよろしいでしょうか。  

○平山総合病院総務課長   それでは、資料のほうを御説明させていただきます。

資料、通知いたします。  

 では、１ページ、資料１をごらんください。  

 医業収益について、入院収益、外来収益でございます。上の表、入院収益につき

ましては、内科から一番下、療養病棟までの１日平均額を実績に基づき算出し、１

日の平均患者数を乗じましてそれぞれ診療日数を掛けた年間見込み額のほうを算出

しております。  

 入院収益につきましては、３０年度で２１億６ ,２６０万９ ,７６７円でございま

す。次に、外来収益でございますが、科別、上の内科（透析を含む）から一番下、

脳神経外科までの、こちらも実績に基づき、１日１人当たりの平均額に１日平均の

患者数を乗じまして、それぞれ科ごとの３０年度の診療日数を掛けまして年間見込

み額を算出しております。外来収益につきましては、１５億３ ,３６２万２ ,３３４
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円で、参考に、入院外来の平成２９年度当初予算額のほうを掲載させていただいて

おります。  

 次に、２ページ、資料２でございます。  

 修繕費の内訳についてでございます。表の上段が医療機械器具修繕費でございま

す。麻酔器の４台修繕から中段やや下のＭＲＩ自動注入器点検修繕等につきまして

は、例年とほぼ同規模の修繕を計上しており、下からＸ線骨密度測定装置点検修繕、

こちらが１４万６ ,０００円と、あと、全自動輸血検査装置の点検修繕と財務会計

システム修繕を新たなものとして計上し、その他修繕分１ ,０００万をあわせまし

て、３０年度で１ ,７９６万円、平成２９年度当初予算と比較いたしまして、７１

３万８ ,０００円の減となっております。  

 次に、下の表、施設・設備関係の修繕費でございますが、こちらにつきましては、

３０年度、新館ストレージタンクの修繕から各冷温水器発生機のプロモーター等の

取替修繕と本館２階の玄関ホールの照明修繕と医療用の吸引ポンプの取替修繕５９

４万までを合計いたしまして、その他修繕分とあわせまして合計が２ ,１０７万３ ,

０００円で、前年度３ ,４４７万４ ,０００円と比較いたしまして１ ,３４０万１ ,０

００円の減、修繕費の合計といたしまして、平成３０年度で３ ,９０３万３ ,０００

円となり、前年度と比較いたしましてマイナスの２ ,０５３万９ ,０００円の減とな

っております。  

 続きまして、３ページをごらんください。  

 資料３につきましては、賃借料の内訳についてでございます。こちらのほう、一

番上が駐車場その他の借り上げ、こちら１９カ所の駐車場の借り上げ料で、こちら

が１ ,７１２万３ ,０００円と前年度と比較して同額。  

 次に、寝具、布団等につきましては、寝具の賃借から白衣までをあわせまして２ ,

５４４万３ ,０００円で、前年対比で１０３万２ ,０００円の増。  

 次に、医師住宅賃借料につきましては、前年と変わりございません。  

 次に、在宅酸素の賃借料でございますが、こちらのほう、今年度、在宅酸素の各

賃借料につきましては、患者数の減等によりまして、前年度対比で２６７万２ ,０

００円の減となっております。  

 次に、医療機器の賃借料でございますが、上のＣアームシステム賃借料から一番

下、血液浄化装置までをあわせまして合計が２ ,２０１万９ ,０００円で、前年と比

較いたしまして４４７万５ ,０００円の減、こちらにつきましても、上から４段目

の陽圧式人工呼吸器等、あと、ほぼ中段にあります個人用透析装置の減と使用患者
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の減により、これらが減額となるものでございます。  

 一番下、その他賃借料につきましては、健診１泊ドックの宿泊料からティーディ

スペンサーの賃借料まで、あわせまして合計が２４２万６ ,０００円で、前年度対

比マイナスの６万５ ,０００円、賃借料の合計といたしまして、８ ,８１４万３ ,０

００円で、前年度対比がマイナスの６１８万円となっております。  

 次に、４ページが資料４、委託料の内訳についてでございます。  

 一番上、医療事務委託料につきましては、最低賃金の上昇ですとか社会保険料の

増に伴い、前年対比といたしまして３０７万９ ,０００円の増額となっております。  

 次に、２段目が院内業務委託料でございます。一番上、一般廃棄物・産廃の処理

業務委託料から下の医師派遣協定に基づく委託までをあわせまして１億３ ,６９３

万２ ,０００円で、前年度対比が１６万２ ,０００円の減。  

 次に、医療機器の保守委託料でございますが、上からＭＲＩ装置の保守点検から

その他医療機器の点検までをあわせまして、１ ,６４２万１ ,０００円で前年度対比

４８４万７ ,０００円の増となっております。こちらにつきましては、上から４段

目のＣＴスキャナ装置の保守委託、あと、乳房用デジタルＸ線……。  

○三鬼（孝）委員長   課長、時報ですから中断します。  

（休憩  午前１１時５９分）  

 

（再開  午後  ０時００分）  

○三鬼（孝）委員長   再開します。  

○平山総合病院総務課長   ２段目の医療機器保守委託でございます。こちら、３

０年度１ ,６４２万１ ,０００円で、前年度対比４８４万７ ,０００円の増となって

おりますが、上から４段目のＣＴスキャナ装置の保守委託から２番目、３番目、生

化学分析装置保守委託料が前年、修繕費のほうで計上しておりました機器の部分に

つきまして、今回、保守委託料に計上することで増額するものでございます。  

 次に、建物設備保守委託でございます。こちらにつきましては、今年度、下から

６段目ほどのアスベストの調査含有量の分析委託等がございませんので、これら外

来棟ボイラの保守等の合計といたしまして、３ ,４９３万９ ,０００円で、前年度対

比が４１０万３ ,０００円の減となっております。  

 次に、コンピューター保守委託につきましては、こちら栄養管理システムの保守

から一番下、ＤＰＣの保守までをあわせまして３０年度が２ ,６０４万７ ,０００円

で、こちらにつきましては、前年度対比３７万８ ,０００円の減。  
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 その他委託といたしまして、サテライト事業からＰＣＢ調査及び分析委託までの

部分で、こちら合計で４ ,７６４万９ ,０００円で、前年度対比が１４万４ ,０００

円の減。委託料の合計といたしまして、３億６ ,７５１万９ ,０００円、前年度対比

３１３万９ ,０００円の増となっております。  

 次に、５ページ、資料５は、資産減耗費の内訳についてでございます。  

 一番上、たな卸資産減耗費が除却費で４万円。固定資産除却費が、器械備品購入

費の保育器から医用情報システムまで、こちらのほう合計いたしまして、合計の除

却費で４１５万６ ,０００円、資産減耗費の合計でこれらあわせて４１９万６ ,００

０円となっております。  

 次に、６ページ、資料６が３０年度資産購入費の内訳でございます。３０年度に

購入いたします器械備品等につきましては、主要なものといたしまして、散薬監査

システム１３６万１ ,０００円と、中段のほうで電動ベッド、こちら３０年度低床

を１０台２４５万７ ,０００円と、その三つ下で、手術用の開腹用の機器で３３８

万３ ,０００円、あと、泌尿器科の関係で圧縮空気結石破砕システムが６６５万８ ,

０００円と、下から２番目が透析装置及び血液浄化装置で、こちらが２ ,８０８万

円と、一番下、ＰＡＣＳシステム、こちら医療用の画像管理システムでございます

が、こちらが２ ,２６８万円で、合計が８ ,０９９万６ ,０００円、前年度と比較い

たしましてこちらが５ ,４８１万１ ,０００円の増、資産購入費合計が８ ,０９９万

６ ,０００円で、前年度の１億８４４万３ ,０００円と比較いたしまして２ ,７４４

万７ ,０００円の減額となっております。  

 次に、７ページ、資料７と資料８につきましては担当より御説明をさせていただ

きます。  

○山本総合病院総務課主査   続きまして、私のほうから、資料７、診療材料及び

薬品等一括調達業務について説明させていただきます。  

 これは現状、診療材料及び薬品等については、当院がそれぞれの診療材料業者等

から見積もりを徴収し、最低価格の業者から個々に購入していましたが、購入価格

が低廉な適正価格であるのかを調べるには、材料の種類が多岐にわたっていること

や、他の病院と規模や地理的要因が異なるため、当院において材料ごとに価格を比

較検討することが非常に困難となっていました。  

 今回、他病院で実績のある業者から一括で購入することにより、他病院の単価デ

ータがあるため、診療材料及び薬品ごとに低廉な適正価格を見積もることができ、

データをもとに卸業者と価格交渉ができる。他病院で扱っている同種・同効品で、
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かつ安価な診療材料及び薬品への切りかえ提案が行うことができるなどが可能とな

り、診療材料費及び薬品費を削減することができます。  

 また、価格決定のための見積もり徴収業務については各卸業者と個々に行ってい

ましたが、一括調達業者が各卸業者と価格交渉を行うことにより、当院の事務量が

削減でき、さらに各社が発行する請求書に対しての支払い業務等についても一括調

達業者に一本化されることにより簡素化され、事務量を削減することが可能となり

ます。  

 今回契約する業者は、和歌山市に本社があるセイコーメディカル株式会社で、現

在も取引を行っております。会社の概要としまして、その親会社であるシップヘル

スケアホールディングス株式会社は、資本金１５５億円、東証一部上場の企業であ

ります。  

 履行期間は平成３０年４月１日から平成３３年３月３１日までの３年間です。  

 今回契約を行ったことによる材料費削減見込み額は、一括調達未実施の場合は、

薬品費が６億３ ,５９０万４ ,０００円、診療材料費が３億５ ,９９５万６ ,０００円、

合計９億９ ,５８６万円を見込んでいたものが、一括調達を実施した場合は、薬品

費が６億２ ,２９７万９ ,０００円、診療材料費が３億４ ,７５７万１ ,０００円、合

計９億７ ,０５５万円となり、それぞれ薬品費が削減額１ ,２９２万５ ,０００円の

マイナス、削減率２％のマイナス、診療材料費が削減額１ ,２３８万５ ,０００円の

マイナス、削減率３ .４％のマイナス、合計が削減額２ ,５３１万円のマイナス、削

減率２ .５％のマイナスとなる見込みです。  

 なお、薬品費のうち、麻薬等の特殊な免許が要るものや給食材料費及び医療消耗

備品費は一括調達ではなく、引き続き個別で購入する予定です。  

 次ページをごらんください。  

 一括調達業務の体制図を御説明いたします。現状、診療材料については、メーカ

ー、卸業者あわせて約２０社と取引をしており、価格交渉、各種折衝、発注、納入、

請求支払い業務を全ての業者と行っておりましたが、今回、一括調達業者であるセ

イコーメディカル株式会社と契約することにより、価格交渉等はセイコーメディカ

ルに委託し、そのことにより価格の引き下げが見込まれ、また、請求支払い業務に

ついては、約２０社からの請求がセイコーメディカルに一本化されるため、事務量

を大きく削減することができます。なお、発注、納入につきましては、今までと変

わらず各メーカー、卸業者と直接行うため、緊急性、即応性にも対応できることと

なっております。  
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 なお、薬品については、メーカー、卸業者は約６社となっていますが、同様のス

キームとなっています。今回契約することにより、それぞれの権限は現状、採用権、

調達権、交渉権を病院が、切りかえ提案権を各業者が持っていましたが、平成３０

年度からは、採用権は病院で変更ありませんが、調達権、交渉権、切りかえ提案権

は一括調達業者に委託することとしています。  

 以上が資料７の説明になります。  

 続きまして、資料８、みえ森と緑の県民税市町交付金事業について御説明させて

いただきます。  

 これは、みえ森と緑の県民税市町交付金を活用して、病院内の環境整備を行うも

のであります。事業名は尾鷲総合病院木の薫る空間づくり事業。  

 事業の目的は、尾鷲総合病院のロビーに尾鷲産材を使用した木製のカウンターテ

ーブル等を設置することで、来院者に木の薫る安らぎのある空間を提供するもので

あります。  

 収入及び支出は、１００％の補助事業であるため、入出同額の６６３万２ ,００

０円となっています。  

 設置する備品等は、受付・カウンターテーブル１基、相談窓口カウンター１基、

書類記入用テーブル１基、パンフレットラック１基、暖房器具用目隠しボックス３

基、処方箋受付カウンター１基となっています。  

 次ページをごらんください。  

 今回、みえ森と緑の県民税を活用して設置する受付・カウンターテーブル等の配

置図と現状の写真です。この配置図の上側が国道４２号線で、正面玄関となってい

ます。  

 以上が資料８の説明になります。  

 資料の説明は以上です。  

○三鬼（孝）委員長   よろしいな。これで終わりな。  

 昼食のため休憩いたします。午後１時２５分から再開いたします。  

（休憩  午後  ０時１１分）  

 

（再開  午後  １時２２分）  

○三鬼（孝）委員長   休憩前に引き続き、予算決算常任委員会を再開いたします。  

 説明は終わりましたけれども、資料の訂正があるそうでございますので、事務長

のほうから説明願います。  
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○内山総合病院事務長   済みません。午前中の説明の中で数字の誤り等がござい

ましたので、今からちょっと通知をさせていただきます。  

 まず、当初予算の説明資料の中の資料６、資産購入費内訳についてでございます

けれども、右端の比較の欄がありますが、下から３段目の数字のところ、今現在、

三角の２４ ,７０３となっているかと思います。これが正しい、正解の数字でござ

いますので、こちらのほうに訂正をさせてください。  

（「直すの」と呼ぶ者あり）  

○内山総合病院事務長   はい。直させていただいています。  

 それから、もう一つ資料を通知いたします。診療材料及び薬品等一括調達業務に

ついて、資料７のところで、左のページについてはタブレット上に掲載されていた

んですけれども、右の図のほうが掲示されていなかったということで、今、送付さ

せていただきました。申しわけございませんでした。  

○三鬼（孝）委員長   はい。それでは、議案の質疑を行いたいと思います。質疑

される方、御発言願います。  

○奥田委員   質問する前にちょっと申し上げたいんやけれども、資料をかえられ

ると、タブレット、チェックしているところが全部消えてしまうんですよね。さっ

き全部しておったのが全部消えてしまったのな。それ、ちょっと困る。残っていま

す、皆さん。今の……。  

○内山総合病院事務長   先ほどの資料もタブレット中には残っています。  

○奥田委員   両方あるのかな。  

○内山総合病院事務長   はい。  

○奥田委員   それならいいです。ほかのが消えていたもので。  

 それで、まず補正予算のほうから、２９年度のほうから聞きたいんですけど、こ

れを見ると、最終的に９ページを見ると、当年度純損失が１億４００万ということ

で、当初、最初６ ,３９０万ぐらいの予算で組んでいたと思うんですけど、やっぱ

り思った以上に収益が上がらなかったということなんですかね。それとも費用がか

さんだのか、その辺、事務長、どういうふうに分析しています。  

○内山総合病院事務長   収益的には、今回の補正でも示させていただきましたよ

うに入院収益がふえて、それとほぼ同額の外来収益が減ったということで、入院、

外来収益としては当初見込みと、中身の入れかえはありますけれども、そんなに大

差はないですし、今回の補正についても、支出のほうについても減額補正というこ

とでございますので、結果的には、どちらかというと当初予算では純損失を８ ,５



－２０－ 

８４万８ ,０００円見込んでいまして、今現在、１億４６３万ということですので、

２ ,０００万ほどの見込みよりは収益がトータル的に下がったというような。当初

で８ ,５８４万８ ,０００円の計上でございました。  

○奥田委員   じゃ、２ ,０００万ぐらいちょっと（聴取不能）。  

 それで、ちょっと何でこんなことを聞いたかというと、一時借入金が３億８ ,０

００万じゃないですか。これ、２８年度から２９年度末も３億８ ,０００万。これ、

３０年度の見込みも３億８ ,０００万という形で、一時借入金がもう減らないのか

なということをちょっと聞きたかったんですよ。  

 というのは、僕、９月の議会のとき、決算のときかな、あれ。事務長に、この一

時借入金、どうなんですかと聞いたときに、いや、今はないですよというような話

があったと思うんですね。もう返しますよと。一時期は返すと思いますよ、それは。

返済のときはね。ただ、そのやりくりする中で、またやっぱり借りなあかんでしょ

うと。だから、期末にはやっぱり３億何千万か残ってくるんじゃないですかと僕は

言うたと思うんですけど、でも、それでも、いやいや、今ないから、一時借入金は

ないですよみたいな話を僕は何回もやりとりした覚えがあるんやけれども、いやい

や、僕は期末の話をしよるんですよと、そんな一遍に３億８ ,０００万もあってな

くなるはずがないやないですかと、そんな急激によくなるはずないでしょうと。や

っぱり思ったとおり、３億８ ,０００万、そのまま変わらないじゃないですか。だ

から、その辺の僕は見通しを聞いておるんですわ、事務長の見通し。いや、そんな、

今ないんだから、ないですよと言い切ったのでね、あのとき言い切ったんですよ、

９月のときに。僕、非常に悔しい思いをしたんですけれども、いや、僕は期末の話

をしておるんやと。いっときの話をしておるわけじゃなくて、一時は返すでしょう

と、それは。返すときもあるんだから。また借りるでしょうと。絶対資金繰り、考

えたら期末は絶対残るはずやと僕は思ったんですね。やっぱり思ったとおり、３億

８ ,０００万残っておるじゃないですか。その辺の見通しを僕は聞いておるんです

けど、僕はその辺、事務長、見通しが甘いんじゃないかなと思うんだけれども、ど

うですか。この３億８ ,０００万、なくなると思っていました。  

○内山総合病院事務長   一時借入金につきましては、年度末から年度を繰り越し

て借り越した状況でございました。年度初めになってその全額を一旦返させていた

だきました。９月のときにはまだ一時借入金を行っていない状況だったので、一時

借入金は行っておりませんと。その前の年は、その時点では一時借入金が既に借り

ていたわけですけれども、通常９月なんですけれども、７月決算でございましたの
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で、７月のときには一時借入金はございませんと言ったんですけど、年間通して、

やはり資金繰りは非常に厳しい状況でございますので、年間通すと、一時借入金は

ある時期に当然借りる必要が出てくると、現在でも思っています。  

○奥田委員   だから、一時借入金、やっぱり減らなかったですよね、３億８ ,００

０万で。あのときも事務長、僕は何回も繰り返し聞いておるのに、あんた、何を聞

いておるんですかみたいな顔をして言われたんですよ。今ないんだからないんです

よと。だから、僕は期末を聞いておるんですよと言うておるのに、いや、今ないん

だからないんですわというような話で、ないときはないけど、でも、期末はやっぱ

り３億８ ,０００万残ってきているので、とやかく言いませんけれども、もうちょ

っと僕はきちっと説明してほしいんさな、そういう意味で。  

 もう一つ聞きたいんやけれども、資金繰りのことで、２８年度末が現金預金が６ ,

９７０万、約７ ,０００万あって、２９年度末が３ ,９００万。予想のキャッシュ・

フロー、貸借対照表を見ると１ ,４００万と。これは期末１ ,４００万で資金繰りは

大丈夫なんですか。一時借入金はふえないの。ふえる可能性もあるんじゃないかな

と僕は。  

○内山総合病院事務長   現在のところ、決算見込みをいろんなさまざまなことを

検討した結果、３億８ ,０００万は超えない状況にあると思います。  

○三鬼（和）委員   １点、新年度から一括調達業務体制、図面もあるんですけど、

これ、仕入れに関してセイコーメディカルってところを使うわけなんですけど、薬

品、材料費等は、材料を調達するときの責任というんですか、セイコーメディカル

が品物を持っておるわけじゃないじゃないですか。これというのは大丈夫なんです

か、この辺は。値段交渉とかそういうのは一括調達ということは、セイコーメディ

カルが一旦その品物を買い上げて、それを市に提供するという形になる、どういう

ことなんですか。この辺だけもう少し。  

○内山総合病院事務長   価格交渉とかについてはセイコーメディカルがやります

けれども、商品の搬入については各業者さんから搬入されます。ただし、今２０社

あるところが、もしかすると、価格の安いところを当然選ぶわけですから、２０社

がもっと数が減ることも考えられます。  

○三鬼（和）委員   値段交渉はしてくれるけど、品物の納入であるとか、そうい

ったのの責任は、病院と薬品会社がそこでは別に結ばなくちゃいけないんですか。  

○山本総合病院総務課主査   納入に関しましては、先ほどから説明のあるように、

直接納入されます、業者から。その際に、納品書等を提出させることによって物の
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確認をさせていただきますので、そういう形で確実にその品物の納入を担保すると

いうことになっております。  

○三鬼（和）委員   いや、私が心配するのは、災害時であるとか緊急時に、この

体制で間違いなく薬品であるとか材料費が納められるのかということをきちっと担

保されておるのかということを確認したいので聞いております。はっきり言って、

セイコーメディカルみたいに中間業者を入れることによって値段が安くなるという

変な現象の扱いなんですけど、本来は直接、中間とかブローカーみたいなのを入れ

なくて契約するほうが安く買えるみたいなのに、中間業者を入れるほうが安くなる

というのも変な話なんですけど、それはそれでいいと思うんですけど、ただ、災害

時であるとか緊急時、緊急的な薬品であるとか材料が要るといったときに、間違い

なくこれまでのメーカーとかそういったところから納入されることはきちっと担保

された上のこういった仕組みになるのかということだけ確認したいと思います。  

○内山総合病院事務長   セイコーメディカルとの取り交わしの中では、そういっ

た災害時とか緊急時での対応も十分するような約束は取り交わしていますし、それ

から、間に入ったら高いのではないかということなんですけれども……。  

○三鬼（和）委員   いや、それはええわ、安くなっておるんやで、現実。わかり

ました。担保されておるんですね、それについて。  

 じゃ、そういったことも含めると、セイコーメディカルというところにきちっと

したら、もう少し材料費であるとか医療費を落とせるのではないか、あるいは在庫

を減らせるのではないかということも考えられるんですけど、今回予算編成に当た

ってはそういうことを検討しなかった、初めてということでこれぐらいの数字を計

上されたのかということが１点と、それと、資料の一番最後にもあるんですけど、

尾鷲ヒノキというのか、これはみえ森と緑の県民税によるあれなんですけど、カウ

ンターとかそういったのは何点か出ておりますけど、これはもう修繕しなくちゃい

けないぐらいになっておるんですか、どうなんですか。そうじゃなくて、こういっ

た交付税があるからやろうとしているのか、ちょっとその辺を聞きたい。２点聞き

たいんですけど。  

○内山総合病院事務長   在庫の管理についてですけれども、セイコーメディカル

はここに書いていますように、一括調達業務となっていますが、今後、病院の在庫

管理についても適正な管理をしていただくような助言とか、行っていただく予定で

ございまして、その２９年度決算を、今現在も在庫の適正化を図っておりまして、

各病棟とか外来全ての部門にそういう指示は病院長のほうから出しておりまして、
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その結果、２９年度決算で在庫が減った結果がその次の年に反映されてくるという

ふうに思っています。  

 それから、備品については、スチールのような材料が使われていたり、さまざま

な材料が使われておりますので、一部古いのもありますし、今すぐどうしてもかえ

なければというものばかりではございませんけれども、今回、このような有利な交

付金があるということで、木のまち推進課のほうと協議した結果、こういったヒノ

キを使った形で病院の環境づくりをやっていこうという結論に至りました。  

○三鬼（和）委員   じゃ、２９年度が精査された結果、３０年度、材料費である

とか医療費であるとか、これにかかわる貯蔵品なんかも減る可能性もあるというこ

とですね。これがきちっと精査されていくと。それが１点と、もう一つは、みえ森

と緑の県民税なんですけど、いや、病院側としてこれを改修しなくちゃいけないと

いう形というんですか。病院側とすれば多分、木のまちからこういうメニューがあ

るからということで考えたんだと思うんですけど、そういったことについて副市長

にお伺いしたいんですけど、この森と緑の県民税については、森林づくりであると

かこういった空間づくり、それから、人づくりとか環境づくり、森林に関係あると

いう。財政の厳しい中であって、もし病院を美しくしたりとかよくするのはありが

たいことで、私も通院しているのでいいなとは思うんですけど、もしこういった余

裕があって木のまちがこういったメニューがあるからというんだったら、中村山の

森林づくりとかそういった財源がないところへこういった交付金は有効に活用すべ

きじゃないかなと思うんですけど、病院をするに至ったというんですか、こういっ

た政策決定はどうなんですか。木のまちから何かすることないかと、こういう税金

が、交付金が出るからというので決めてしまったんですか。どうなんですか。もう

ちょっと全体の予算を組むときに、せっかくないような財源のところに回したりと

かというのは考えられなかったのかなと思うんですけど、その辺についても。  

○山本総合病院総務課主査   材料の在庫の削減についてお答えさせていただきま

す。  

 今回、一括調達業務を行うことによって材料の全ての見直しを行っております。

その中で、材料の中でいろいろ代用できるものもありますので、それで材料の品目

を今絞ることを考えております。材料の品目を絞ることによって、在庫の数をそれ

ぞれ持っていた場合ですと在庫の数はふえますけど、品目が減ることによって在庫

の量も減らすことができる、かつ調達業者と卸業者の方に御協力いただいて、全て

の材料をある程度の在庫を業者さんのほうにも持っていただいて、すぐに調達して
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いただけるような体制を整えることによって病院内の在庫の数を減らそうというふ

うに考えております。  

 以上です。  

○藤吉副市長   みえ森と緑の県民税の支出についてお答えさせていただきます。  

 みえ森と緑の県民税を活用した市町事業としては、災害に強い森林づくり、それ

から、あとは森林を支える社会づくりということで、例えば森を育む人づくりであ

るとか、身近な緑や森の環境づくりとか木の薫る空間づくりなどに使える形になっ

ています。  

 今回、病院のカウンター等の整備につきましては、一応木の薫る空間づくりとい

うことで公共施設などへの木材製品、特に今回は尾鷲ヒノキを使った製品の設置と

いうことで、多くの人に木を使うことが森林を支えることを知ってもらうために、

公共施設などに尾鷲ヒノキを利用した木製品を入れるという形のものです。  

 委員おっしゃられる、例えば公園等に使うというのはどうだということなんです

けど、例えば、緑の環境づくりということで、遊歩道の整備なんかで木材を使った

遊歩道の手すりなんかの利用もあると思いますけれども、今回、一番話が整ったの

が病院のこういった木の薫る空間づくりというところでしたので、今後、いろんな

活用できる方法について、また関係課とも協議して有効に使えるような形でしっか

りと活用していきたいと、こんなふうに思っています。  

 以上です。  

○三鬼（和）委員   決算において赤字というか、それを減らすのが、じゃ、確か

に本年度の予算編成の中では、材料費であるとか医療費が減額になっておるので、

それが当期純利益とか純損失の中の数字を減らしておると理解できるんですけど、

ただ、私が聞いたのは、２９年度の貯蔵品の額も、それから、そういったシステム

を入れるに当たっては３０年度の貯蔵品の年度末の金額も同じなので、そういった

成果が上がらないのかなと。ずっと以前だと、点滴とかそんなのが瓶であって、こ

れが割ってしまうとか何かというのも年間出るということで、若干はそういった金

額というか、誤差もあったようなあれなんですけど、もっとできるのではないかな

というのが１点と、もう一点、今年度、修繕代が前年度よりかも２ ,０００万少な

くなって三千何百万、約４ ,０００万弱になっておるんですけど、かつて民間から

事務長をお願いしたときには、年間一億五、六千万の修繕代とかで使った決算年度

もあったんですけど、大丈夫なんですか、これ、４ ,０００万ぐらいで。総合病院

には、一般の医療機器とかそういったのでかなり年数がたっておるやつとか、そう
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いったのもあろうかと思うんですけど、そういったことの補修も含めて、この年間

４ ,０００万ぐらいの修繕代で大丈夫なんですか。これが大きく決算の赤字減らし

になっておるとは思うんですけど、これが仮に２ ,０００万とか３ ,０００万、した

ら、その分、赤字の分がふえるわけですから。どうなんですか、その辺は。  

○内山総合病院事務長   今回の修繕費の内訳で、医療機器の関係と施設関係で３ ,

９００万余りとなっているんですけれども、これは各部門から予算要求といいます

か、ヒアリングをさせていただいて、それぞれの部署ごとに予算査定をした結果で

ございまして、特に修繕要望があるのに予算編成でカットしたといったものではご

ざいません。修繕については、当然毎年毎年それぞれ多い少ないが若干あって、時

にはふえることもありますし、緊急的なやつで急遽対応しなくちゃならないことも

ありますので、必ずしもこの３ ,９００万がしばらく推移するとは思っていません

し、当然多い年も出てくると。今回はたまたま予算要求を査定した結果、こういっ

た額で抑えられたということでございます。  

○三鬼（孝）委員長   他にございませんか。  

○小川委員   先ほどの三鬼委員にちょっと関連しまして、一括調達について。緊

急時以外といいますか、そんな場合は一括業者、セイコーメディカル、納品書は、

緊急時以外はみんな、これ、１００％、ここを通すという意味ですか。  

○山本総合病院総務課主査   一括調達業務の業者に関しましては、先ほどの説明

した内容の中にもあるんですけど、麻薬とか特殊な免許が必要なものに関しては

個々に納入する、材料、医療消耗備品に関しても個々に納入するということになる

んですけど、それ以外に関しましては全て一括調達業者から購入するという形にな

ります。  

○小川委員   それでは、１００％個々じゃないということなんですよね。  

○山本総合病院総務課主査   特殊なものを除いてということになりますので、１

００％ではないです。  

○小川委員   特殊なと言われますけど、それでは、ほかの業者でも一緒の値段、

これが少し安くするから買ってくれと言われた場合は、それはもう絶対受け付けん、

ここで契約しているから受け付けんということなんですよね。  

○内山総合病院事務長   通常の取引についてはセイコーメディカルと私どもとだ

けでやりとりします。緊急な場合といった場合には、当然セイコーメディカルさん

の滞在の場所にもよるんですけど、緊急な場合はやむを得ずほかの業者から購入せ

ざるを得ない場合も出てくると思います。  



－２６－ 

○仲委員   生文でちょっと聞き漏らしたのか、聞き忘れたのかしらん。セイコー

メディカルの全国展開の実績は多分つかんでいると思うんですけど、全国で何社、

例えばそれで公の公立病院が取引があるかというところをお聞きしたいんですけど。  

○山本総合病院総務課主査   セイコーメディカル株式会社としましては、全て一

緒ではないんですけど、紀南病院も同じような形の材料の取引を行っております。

それ以外、セイコーメディカルとしましては、今話を聞いているところだと１社な

んですけど、先ほど御説明したシップヘルスケアホールディングスという親会社の

ほうが、泉佐野の病院とかいろいろな病院を扱っておりまして、そこの親会社のほ

うからセイコーのほうにも職員を派遣しているような形でいろいろとお話をさせて

いただいておりますので、そういう形で考えると、いろいろ全国展開されている業

者ということになっております。  

 以上です。  

○仲委員   ３０年度の中で、セイコーメディカルが業者と、言ったら売買の契約

を結んだらそれで流れていくとは思うんですけど、尾鷲病院との日々のかかわりと

いうのはどういうふうな格好に、例えば、多分常駐はしないと思うんですけど、ど

ういうふうな感じですか。  

○内山総合病院事務長   今、セイコーメディカル株式会社の担当職員さんが尾鷲

のほうに引っ越しをされて住まわれております。病院のほうにはほぼ毎日は来てい

ただいていますけど、ある程度波に乗ったら、２日、３日ぐらいの勤務をしていた

だくというような話は聞いています。  

○三鬼（孝）委員長   他に。  

○三鬼（和）委員   同じことなんですけど、この図面を見ると、２０社あってそ

れが一本化され、結局何社が一本化されて、あと、今小川委員が聞かれたように、

麻薬とかそういったものも含めてそこに入っていないのは何社なんですか。  

○内山総合病院事務長   ２０社が何社になるというよりは、もしかしたらセイコ

ーメディカルが価格交渉によって２０社から仕入れることも可能性としてあります

し、１０社になる可能性もありますし、そこはセイコーメディカルさんの価格交渉

の結果によると思います。  

○三鬼（和）委員   じゃ、仕入れる金額で言ったら、セイコーメディカルからの

経由が何％ぐらいになって、あと、そうじゃないところが何％ぐらいという比率は

どうなんですか。  

○内山総合病院事務長   まだ現在のところ、何％ということはわかりませんけれ
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ども、先ほど申しましたような麻薬の話であったりとか、緊急やむを得ない場合で

あったりとかという特殊な場合についてのみですので、そんなに大きな割合を占め

るとは思っておりません。  

○濵中委員   委託料の中で、昨年度あってことしなくなっておるんですけれども、

口腔衛生委託、これは去年実績がなかったんですか。それとも、どういったことで

ことし。もし説明されておったんやったら聞き漏らしたかなと思うので。  

○内山総合病院事務長   委託料のどの委託ですか。済みません。申しわけないで

す。  

○濵中委員   ごめんなさい。資料４の４ページの委託料内訳の中の上から二つ目

の院内業務委託で、２９年度には歯科衛生業務があったのが、３０年度はゼロにな

っておるものですから、これが昨年度の実績がなかったのか。  

○内山総合病院事務長   この歯科衛生業務については、尾鷲以外の方に歯科衛生

の資格を持った方に来ていただいておりました。ただし、３０年度についてはその

方が対応していただけないということでございますので、３０年度は予算計上して

ございません。ただし、こういった資格を持っている方については引き続き交渉を

行っていきたいというふうに考えています。  

○濵中委員   病院がみとりとかターミナルに関しての考え方をこれからどうされ

るのかというあたり、またこれから聞いていかんなんのかなと思うんですけれども、

やはり高齢者の方の口腔ケアというあたりは、病院と歯科の専門職の方とのつなが

りが三重県全体でも薄いというような問題点を、以前に医療の中の研修会でお聞き

したことがありまして、やはり特にそういうみとりの場面においては、口腔ケアの

重要性ということは歯科のほうでは重要視されておるというような話も聞いたんで

すけれども、今回、これがゼロになっておるものですから、歯科衛生業務というの

は、歯科衛生士さんあたりの話なんですか。  

○徳井総合病院総務課長補佐兼係長   歯科衛生士業務のことは、今まで、去年ま

では歯科医師会のほうで依頼してそこから２名の方に派遣していただいたんですけ

れども、ちょっともう歯科衛生士の方が、尾鷲総合病院担当しておった人がおやめ

になりましたということで、今年度は派遣はもう見合わせてくださいということで、

予算計上は取りやめた状況でございまして、今、先ほど濵中委員が言っておったと

おり、入院患者さんの歯科口腔ケアの重要性というのは、ラウンドしておるリハビ

リとかそんなのと一体として行っておるんですけれども、やっぱり必要性というの

は重要だと思っております。  
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○濵中委員   ニーズがあった場合は、継続の専門の歯科衛生士さんが院内ででき

なくても、臨時的に市内の歯医者さんとかにお願いするようなことはできるんです

か。訪問とかそういった形でどうなんですか。  

○徳井総合病院総務課長補佐兼係長   現在、まだ外の歯科衛生士さんのほうには

コンタクトをとってはいないんですけれども、今現状、やはり入院患者さんに向け

た口腔ケアのところは今、作業療法士さんとか看護婦さんとかと栄養士とか、チー

ムを組んでいただいて必要な人には現在は対応はしております。  

○奥田委員   済みません、ちょっと一括調達業務の話なんですけど、わからない

ので教えてほしい、素朴な疑問で。先ほどは、事務長の話やと、総合病院とセイコ

ーメディカル、交渉するんやという話でしたね。午前中の説明の中では、担当のほ

うでメーカーと交渉するという話じゃなかった。僕の聞き間違いかいな。メーカー

と交渉はしないのか。  

○内山総合病院事務長   価格交渉につきましては、セイコーメディカルと卸業者

さんと交渉します。その結果、採用決定するのは病院でございますので、セイコー

から薬品の種類と価格を聞いて採用を決定するということになります。  

○奥田委員   直接病院がメーカーと交渉することは、価格交渉についてはないわ

けですね。それで、１点ちょっと教えてほしいんですけど、これをやることによっ

て２ ,５００万削減できると、仕入れ関係が。間に入ってくるセイコーメディカル

の収益源というのはどうなっている、どういう形で収益をここは稼ぐんですか。  

○内山総合病院事務長   今回の一括調達業務について、委託料はまず発生してご

ざいません。それで、私ども、最低保証価格というのを１ .５％ということで決め

ていまして、例えば、今の商品を今のままで納めた場合、セイコーメディカルが入

る前とセイコーメディカルが入ってから、例えば、金額が同じだった場合は１ .

５％分をまけ、安くすると。最低保証のほうを決めています。なので、必ず総合病

院が１ .５％分安くなるということを決めています。それで、その１ .５％が例えば、

４ .５％値引きされたとしたら、３％値引き分がふえるじゃないですか。その３％

分をそれぞれ双方が２分の１ずつを、病院がそうなると、１ .５％が４％ふえたと

したら５ .５％の値引きになりますよね。５ .５％の値引きになると、総合病院が１ .

５％プラス２％の３ .５％引き、残りの２％がこの会社の収益ということになりま

す。なので、値引きをすればするほど会社の収益が上がると。病院の収益というか、

削減も図れるという契約になっています。  

○奥田委員   だったら、その５ .５％、例えば、値引きになった場合は、今言った
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ように、病院のほうは３ .５％値引き分、２％はセイコーメディカルの取り分とい

うような形に、手数料みたいになるのかな。そうすると、僕は値引きできるんやっ

たら、例えば、５ .５％値引きできるんやったら、５ .５％値引きで入ってくるのか

なと思ったんですよ。そうじゃないんですね。そうなってくると、間へ入ってくる

業者が何か自分らで会社をつくって、例えば、民間の総合病院が……。  

（「ブローカー」と呼ぶ者あり）  

○奥田委員   そう、ブローカーじゃないけど、自分らの会社をつくってやったほ

うが、５ .５％値引きの場合、２％持っていかれんでも済むんじゃないんですか。  

○内山総合病院事務長   総合病院独自で仕入れをやっている場合、他病院がどう

いう材料を幾らで仕入れているかというのは把握できないわけなんですわ。こちら

のセイコーメディカルというのは、先ほども説明しましたように、全国展開してい

る業者の関連会社でございますので、例えば、紀南病院でしたら、紀南病院も請け

負っていますので、紀南病院のこの材料は幾らで仕入れているというのを我々も知

ることができます。例えば、日赤の価格も知ることもできて、全国的にこの材料に

ついては平均的な、搬送コストとかも当然あったりするので、価格は若干違っては

きますけれども、全体的にこのぐらいの価格で納められているという価格を把握す

ることができる関係で、今現在、仕入れている価格が高いとか安いとかという判断

のもと、一括調達業者が仕入れを行ってくるということになります。  

○奥田委員   例えば、ドラッグストアなんかがいろいろ共同でやっぱりやってお

るじゃない、共同仕入れとかいって。それは自分たちで出資して自分たちでやって

おるので、下がった分は自分たちの分ですよ、５ .５％下がったら５ .５％の収益は

みんなで分けましょうと。今みたいなのをちょっと聞いておると、５ .５％下がっ

たとしても２％分持っていかれるというところが、僕は、だったら、この間へ入り

たいところというのはほかにもあるんじゃないかなと思ったりもするし、さっきも

仲委員さんが聞いていましたけれども、どのぐらいあるのかと。紀南病院はそうか

もしれないけれども、こういうふうに間で仲介手数料みたいなのを取っていくわけ

でしょう。だったら、ここだけじゃなくて、入りたいところは結構あるんじゃない

んですか。それだけもないのかな。ここしかないんですか、今全国的に見て。  

○内山総合病院事務長   今回の業務については、ホームページで公募型の参加の

プロポーザルをさせてもらったんですけれども、実際、問い合わせとか書類をとり

に来ていただいた業者が４社ございました。ただし、当日、実際参加されたのは、

このセイコーメディカル株式会社さんだけが参加されたということでございます。  
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○奥田委員   何かちょっとしっくり来ないですけどね。最初の説明、僕は１ .５％

というのは、今初めて聞きましたけれども、だったら、この業者が入ったら１ .

５％必ず下がるような。だったら、今までどうだったのという話にもなってくるし、

そういうことを言ったらあかんのかなと思うけれども、もっと下げられた、真剣に

交渉したら１ .５％、これまででも下げられたんじゃないかなという話もあると思

うんやけれども、そういうことも、自分らではようせんもので頼んだということな

んですよね。その１ .５％も自分らではよう下げんもので。  

○内山総合病院事務長   全国の自治体病院との比較からいきますと、診療材料に

ついては尾鷲総合病院は特に高いというわけじゃなくて、大体平均ぐらいの価格で

仕入れていましたけれども、２００床から３００床ぐらいの今の総合病院と同程度

の病院と比較しますと、若干診療材料については高い価格で納入していたというよ

うなこともわかってきましたし、ただし、この地域は流通コストがちょっとかかる

ということもあって、そういった面も若干はあるのかなとは思っていたんですけれ

ども、ただし、今回の業者については、全国的に材料や薬品の価格を把握すること

ができますので、妥当な金額というところの交渉を行っていただいて、今までの納

入価格より安く仕入れることができるというメリットを考えて、今回このような一

括調達業務をやるように決めさせていただきました。  

○奥田委員   これは、例えば、今５ .５％下がったら２％はこの業者のものやと。

来年はどうなるんですか。来年も今の基準で行くんですか。  

（「ここに３年計画とある」と呼ぶ者あり）  

○奥田委員   その３年間というのが当初のやつでずっと比較で行くのか、１年ご

と、そういう、去年はこうだったからことしはこうとか、その比較なのか、３年前

の一番最初のところの比較で行くのか。  

○内山総合病院事務長   契約は３年契約でございまして、まず、最低保証の１ .

５％というのはこれは３年間限りなく、３年間は続きます。その３年の間に交渉し

た結果、それに上乗せした値引き額については２分の１をするということで３年間

の契約をさせていただきます。ただし、これはある程度値段が下がったら、それ以

上下がることはほぼないと思っておりますので、ただし、これをやらなかった場合

に、２ ,５００万という削減額を放っておいたら、５年間で１億２ ,５００万という

経費の無駄となっていたわけですから、そんなに、ある程度３年間で下げた額が継

続されたとしても、病院の経費の削減にはなるのではないかというふうに考えてい

ます。  
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○奥田委員   聞いているのは、基準となるのは期首の部分が基準になるわけ。１

年後になっても２年後になっても、それは最初のところが基準でということなんで

すね、その３年間の。  

○山本総合病院総務課主査   今回の場合は診療材料と薬品が２種類あるわけなん

ですけど、診療材料に関しましては、平成３０年１月１日、薬品に関しましては平

成３０年３月１日を基準としまして、その金額をもとに３年間比較をするというこ

とになっています。  

○小川委員   ちょっと参考までに聞かせていただきたいんですけど、予算書の５

ページなんですけど、材料費の薬品代とか診療材料を仕入れる場合は消費税を払う

と思うんですけど、あと、経費の中にも消費税が関係するのが入っていると思うん

ですけど、それでまた、病院は消費税を払うけど、患者さんにはその消費税負担で

きないというのがありますけど、ざくっと病院が負担する消費税というのは年間ど

れぐらいあるんですか。  

○山本総合病院総務課主査   消費税に関しましては、済みません、損益計算書の

中で当初予算書の１７ページの医業外費用、雑支出の欄があるんですけど、１億２ ,

９１８万６ ,０００円が病院として控除できない消費税、いわゆる経費として上げ

ないといけない消費税になっておりますので、この分は私どもとしては損失に計上

させていただかないといけないと。それプラス、また別途予算の中に先ほどの納付

消費税の話がありますけど、これに関しましては税務署に納める金額というふうに

なっております。  

 以上です。  

○小川委員   素人的な考えなんですけど、１９年に消費税が上がれば、またそれ

プラス二千五、六百万は経費として要ってくるということなんですよね。  

○山本総合病院総務課主査   消費税が増加すれば、当然ここの雑支出となる控除

できない消費税額もふえることになります。ですので、診療報酬改定等に適切に対

応していただきたいというふうに病院側としては思っております。  

 以上です。  

○三鬼（孝）委員長   他にございませんか。  

○野田副委員長   いろいろ薬品関係でやっていただいているのは十分わかるんで

すけれども、３０年度予算で約７ ,４００万のやっぱり経常損失になります。それ

で、平成２９年度の予算の決算予想では、先ほども話がありましたが、１億４００

万のマイナスになっているわけですね。約３ ,０００万が改善されるわけですけれ
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ども、それにしても、恒常的な経常損益がマイナス部分が続いてしまうわけです。

それで、一時借入金も３億８ ,０００万という部分が改善はされていない。それで、

結論的に、数字の中においてどのような改善策、要は総利益の中で、営業利益の中

で約２億６ ,０００万のマイナス、それに営業外損益を入れると８ ,０００万弱ぐら

いのマイナスになるわけですね。このままいくと、何年たってもマイナスの状態で

パンクしてしまうということしか考えられませんので、何かのやっぱり繰出金４億

７ ,５００万を入れたとしても、これは一つの改善できる起爆剤として考えるので

あれば、何かいい方法というか、このままではもうだめなんですよ。  

（「（聴取不能）入れたらいいのと違う」と呼ぶ者あり）  

○野田副委員長   いや、入れたらいいというものじゃなくて、改善する部分をど

のように考えていくかということが非常に大事なところになると思うんですけれど

も、その点、どうですかね。  

○内山総合病院事務長   まず、今一般病棟と療養病棟とあるわけなんですけれど

も、一般病棟１９９の療養が５６ということで、今現在のところ、療養病棟から地

域包括ケア病棟への転換ができないかということで協議を進めています。この転換

についてはさまざまな課題点というのがありまして、まずは看護師さんが今の現在

では不足していると。看護師さんを募集するという一つの手法と、あるいは看護師

さんが募集できない場合は、病院内の臨床工学技士を例えば透析のほうの分野で看

護師さんの業務を担っていただくといったような、職種を超えた形での看護師確保

対策ということを今現在考えておりまして、その療養病棟から地域包括ケア病棟に

仮に転換することができたとすれば、１カ月当たり１ ,３００万ぐらいの入院基本

料の差額が収益として上がってくるということになります。ただし、これはあくま

で収益だけの話ですので、これに伴って看護師さんを採用したとなると、例えば、

３名、４名、５名程度不足していますので、その辺の人件費がかかってくると。そ

れで、１ ,３００万から人件費分を引いた額が月単位での収益と。今この辺が病院

の経営上考えられる手だての一つかなというふうに考えています。  

○野田副委員長   ２８年度決算で８ ,７００万の利益が出ています。ただし、キャ

ッシュ・フローの中で３０年度予算で、やっぱり２９年度末で約４ ,０００万の資

金がある中で、３０年度予算の期末では１ ,２００万ぐらいの資金しかなくなる状

態ですね。どんどん悪い状態になってしまうということが考えられますので、これ

を今どうこうというわけじゃないんですけれども、そういう部分で何かをぐっと周

知徹底しながら、もうやるしかないのかなと思っています。先ほどの薬品も一つの
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手ですけれども、もっと抜本的な部分の中でまたお願いしたいと思います。  

 以上です。  

○三鬼（孝）委員長   他に。  

○奥田委員   済みません、市長にお伺いしたいんですけれども、リニアックの予

算を計上しましたよね、最初。それを削除されましたよね。その理由というのが、

都市計画税が取り過ぎておったということ、それが純粋な預貯金である財政調整基

金にたまっておるわけやけれども、それを県のほうから別の基金にしなさいという

指導があったから、急遽予算計上したけれども取り下げたんだという話でしたけれ

ども、私の一般質問の中でもきちっと答えてくれなかったんですが、市長、もしこ

れ、都市計画税の問題がなければ、当初予算、リニアックの予算、計上されていま

したよね。そのままやっぱり行っていたということですかね。削除することはなか

ったと。  

○加藤市長   当初予算の中に一応入れた事実はございますけれども、都市計画税

云々の分が財政調整基金からマイナスになるということは、要するにそれで今期は

断念したということでございます。  

○奥田委員   ということは、その都市計画税の問題がなければ当初予算で計上し

てそのまま行っていたという理解でよろしいですか。  

○三鬼（孝）委員長   他に。  

○奥田委員   でも、委員長、しつこいようだけれども、でも、それって１月末に

わかっていたんでしょう、それは。２月１９日までの間に何をされていたのかなと

いう疑問が残るんですけど、今、都市計画税の問題がなければそのまま行っていた

ということですが、都市計画税の問題というのは、１月末の時点で県は、もうその

前から１２月にも、１０月も指導しているし、１２月にも言っているし、１月にも

もう最終的に言っているということを聞いたんですけれども、その時点では考えず、

よっしゃ、もう行けという感じで、計上した後にやっぱりやめておこうかなと思っ

たということなんですか。  

○加藤市長   その時点では、都市計画税の処理の仕方というのを十分関係者とど

ういうやり方があるのかということは県とも調整しながら一応考えたという状況で

ございました。  

○三鬼（孝）委員長   奥田委員、これ、補正後の予算審議ですから、ちょっと控

えていただきたいと思います。  

 他にございませんか。  
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（「なし」と呼ぶ者あり）  

○三鬼（孝）委員長   なければこれで病院事業の予算審議を終了いたします。  

 どうも御苦労さまでした。  

 １０分間休憩します。  

（休憩  午後  ２時１１分）  

 

（再開  午後  ２時２０分）  

○三鬼（孝）委員長   それでは、休憩前に引き続き予算決算常任委員会を再開い

たします。  

 それでは、続きまして、水道部の予算審議に入りたいと思います。  

 議案第２４号、議案第１９号の説明を求めます。  

 水道部長。  

○尾上水道部長   水道部です。よろしくお願いします。  

 それでは、議案第２４号、平成２９年度尾鷲市水道事業会計補正予算（第３号）

について説明させていただきます。  

 １ページをごらんください。通知します。済みません、少々お待ちください。  

（発言する者あり）  

○尾上水道部長   補正、あります。今から補正です。済みません。ちょっと慌て

ていまして、少々お待ちください。申しわけありませんでした。  

 それでは、説明に入らせていただきます。  

 １ページをごらんください。  

 第１条、平成２９年度尾鷲市水道事業会計の補正予算（第３号）は、次に定める

ところによる。  

 第２条、予算第２条、年間総給水量及び１日平均給水量を次のとおり補正いたし

ます。（２）年間総給水量を、既決予定量３７４万７ ,２２４立方メートルに対し、

補正予定量は８ ,３０３立方メートルの減量で、予定量を３７３万８ ,９２１立方メ

ートルに、（３）１日平均給水量を、既決予定量１万２６６立方メートルに対し、

補正予定量は２２立方メートルの減量で、予定量を１万２４４立方メートルとする

ものです。  

 第３条、予算第３条、収益的収入及び支出を次のとおり補正いたします。  

 収入の第１款水道事業収益、既決予定額５億７ ,６４７万１ ,０００円に対し、補

正予定額は９３３万６ ,０００円の減額で、予定額を５億６ ,７１３万５ ,０００円
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とするものです。内訳といたしましては、第１項営業収益を９２３万８ ,０００円

減額補正し、予定額を５億２ ,８３３万円に、第２項営業外収益を９万８ ,０００円

減額補正し、予定額を３ ,８８０万１ ,０００円とするものでございます。  

 次に、支出の第１款水道事業費用、既決予定額５億３ ,２０５万６ ,０００円に対

し、補正予定額は４１１万３ ,０００円の減額で、予定額を５億２ ,７９４万３ ,０

００円とするものです。内訳は、第１項営業費用を４５１万６ ,０００円減額補正

し、予定額を４億４ ,９６１万６ ,０００円に、第２項営業外費用を４０万３ ,００

０円増額補正し、予定額を７ ,７８２万４ ,０００円とするものでございます。  

 続きまして、第４条、予算第４条、資本的収入及び支出を次のとおり補正いたし

ます。  

 収入の第１款資本的収入、既決予定額２ ,６７２万７ ,０００円に対し、補正予定

額は８２５万８ ,０００円の減額で、予定額を１ ,８４６万９ ,０００円とするもの

です。内訳といたしましては、第１項給水加入金を３７万８ ,０００円減額補正し、

予定額を１７３万８ ,０００円に、第２項負担金を８万円減額補正し、予定額を１

９３万１ ,０００円に、第３項企業債を７８０万円減額補正し、予定額を１ ,４８０

万円とするものでございます。  

 次に、支出の第１款資本的支出、既決予定額３億３ ,３１９万８ ,０００円に対し、

補正予定額は１ ,０８０万円の減額で、予定額を３億２ ,２３９万８ ,０００円とい

たします。内訳としましては、第１項建設改良費を１ ,０８０万円減額補正し、予

定額を１億１ ,４９２万１ ,０００円とするものでございます。  

 補塡内容の変更ですが、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額３億３９

２万９ ,０００円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額８３４万４ ,

０００円、当年度分損益勘定留保資金１億９ ,５０９万３ ,０００円、減債積立金１

億４９万２ ,０００円で補塡するものとするに改めるものでございます。  

 続きまして、２ページをごらんください。  

 第５条は、予算第５条、企業債を下記のとおり改めるものです。簡易水道配水管

布設替事業の限度額２ ,２６０万円を７８０万円減額し、１ ,４８０万円とするもの

で、起債の目的、方法、利率、償還の方法については変更ありません。  

 次に、第６条は、予算第９条、他会計からの補助金を改めるもので、変更前金額

１ ,８６５万４ ,０００円を１ ,８６４万１ ,０００円に減額するものであります。  

 続きまして、３ページの補正予算説明書をごらんください。  

 収益的収入及び支出の収入でございますが、第１項営業収益において９２３万８ ,
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０００円を減額するものですが、これは第１目給水収益を、大口の使用料が当初の

見込みよりも少なくなったことにより９１０万１ ,０００円減額し、第３目他会計

負担金は無収給水の使用料の低下による減額です。  

 第２項営業外収益は９万８ ,０００円の減額補正とするもので、預金利息の減額

と起債借入額の確定により、一般会計からの繰出金が減額となることによります。  

 続きまして、４ページをごらんください。  

 支出でございますが、第１項営業費用において４５１万６ ,０００円を減額補正

するものですが、これは第１目原水及び浄水費において、委託料１５２万１ ,００

０円の減は入札差金として、燃料費、動力費は実績に応じて減額補正するものでご

ざいます。第２目配水及び給水費において、動力費は実績に応じて減額補正するも

のでございます。第５目総係費においては、委託料７万８ ,０００円を入札差金と

して減額補正するものでございます。  

 次に、第２項営業外費用では４０万３ ,０００円の増額補正となるものですが、

これは、第１目支払利息及び企業債取扱諸費において、企業債を２万円減額補正、

第３目消費税及び地方消費税を４２万３ ,０００円増額補正するものでございます。  

 続きまして、５ページをごらんください。  

 資本的収入及び支出について説明いたします。  

 まず、収入でありますが、第１項第１目上水道給水加入金を３７万８ ,０００円

減額するものであります。  

 第２項第１目他会計負担金においては、一般会計負担金８万円の減額ですが、こ

れは配水管布設替えに伴う消火栓設置費用の減額によるものです。  

 第３項企業債７８０万円の減額ですが、これは簡易水道企業債の減額によるもの

です。  

 続いて、支出でありますが、第１項建設改良費において１ ,０８０万円を減額す

るものであります。第１目固定資産購入費、第２目上水道施設整備費、第３目簡易

水道施設整備費を、それぞれ入札差金により減額するものでございます。  

 次に、６ページの予定キャッシュ・フロー計算書をごらんください。  

 今回の補正により、１、業務活動によるキャッシュ・フローの一番上、当年度純

利益が３ ,０４７万８ ,０００円となり、補正額が各項目に反映され、１から３まで

の合計となる４、資金増加額はマイナス７ ,７４３万６ ,０００円となり、５、資金

期首残高７億９ ,２８４万４ ,０００円から差し引いた、６、資金期末残高は７億１ ,

５４０万８ ,０００円となります。  
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 次に、７ページの予定損益計算書をお願いいたします。  

 １、営業収益以下各項目には補正額が反映されまして、当年度純利益は補正前と

比べ４４５万５ ,０００円減額の３ ,０４７万８ ,０００円となります。  

 次に、８ページから予定貸借対照表でございます。  

 この補正におきまして、資産の部では、資産合計は６１億４ ,６９８万５ ,０００

円となります。  

 ９ページの負債の部では、負債合計は３５億８ ,５５９万８ ,０００円となります。  

 １０ページの資本の部では、資本金といたしまして１８億１ ,８０３万５ ,０００

円、これに剰余金として（１）資本剰余金と（２）利益剰余金をあわせた剰余金合

計７億４ ,３３５万２ ,０００円を加えた資本合計は２５億６ ,１３８万７ ,０００円

となります。この資本合計と負債合計を合算した負債資本合計は６１億４ ,６９８

万５ ,０００円となり、資産合計と同額となっております。  

 最後に、１１ページと１２ページでは、会計処理の基準及び手続を注記として明

示しております。  

 引き続き当初のほうでよろしいでしょうか。  

 それでは、引き続きまして、当初予算のほうを御説明いたします。議案第１９号、

平成３０年度尾鷲市水道事業会計予算について御説明いたします。  

 予算書の１ページをごらんください。  

 第２条、業務の予定量は次のとおりであります。（１）給水戸数は９ ,４５２戸、

（２）年間総給水量３６８万９ ,８２１立方メートル、（３）１日平均給水量１万

１０９立方メートルであります。  

 続いて、第３条、収益的収入及び支出の予定額は次のとおりと定めています。  

 収入の部でありますが、第１款水道事業収益を５億４ ,９１７万８ ,０００円と定

め、第１項営業収益５億１ ,４７８万円、第２項営業外収益３ ,４３９万４ ,０００

円、第３項特別利益４ ,０００円と定めるものであります。  

 次に、支出の部ですが、第１款水道事業費用を５億４ ,２４０万９ ,０００円と定

め、第１項営業費用４億６ ,８２８万６ ,０００円、第２項営業外費用７ ,３６２万

円、第３項特別損失５０万３ ,０００円と定めるものであります。  

 次に、第４条、資本的収入及び支出の予定額は次のとおりと定めます。  

 まず、収入の部でございますが、第１款資本的収入を２ ,７６０万８ ,０００円と

定め、第１項給水加入金１３８万２ ,０００円、第２項負担金２０２万６ ,０００円、

第３項企業債２ ,４２０万円と定めるものであります。  
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 次に、支出の部ですが、第１款資本的支出を２億８ ,６９０万１ ,０００円と定め、

第１項建設改良費８ ,１８４万１ ,０００円、第２項企業債償還金２億５０６万円と

それぞれ定めるものであります。  

 第４条の括弧書きにありますが、この資本的収入額が資本的支出額に対し不足す

る額２億５ ,９２９万３ ,０００円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調

整額５９５万７ ,０００円、当年度分損益勘定留保資金１億９ ,９７０万３ ,０００

円、減債積立金５ ,３６３万３ ,０００円で補塡するものであります。  

 続きまして、２ページをごらんください。  

 次に、第５条、起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は次のと

おり定めます。簡易水道の配水管布設替事業に、２ ,４２０万円を限度として、証

書借入で、利率３％以内とし、据置期間を含め３０年以内の半年賦元利均等償還と

する。ただし、財政等の都合により、据置期間及び償還期間を短縮し、もしくは繰

上償還または低利債に借りかえすることができる。なお、起債の全部または一部を

翌年度へ繰越して借入れすることができる。  

 第６条、一時借入金の限度額は５ ,０００万円と定める。  

 第７条、予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとお

りと定める。平成３０年度尾鷲市水道事業会計予算中不足を生じる場合は、款内各

項の全額を流用できるものとする。  

 次に、議会の議決を経なければ流用することができない経費として、第８条で

（１）職員給与費７ ,９１１万６ ,０００円、（２）交際費１万円と定め、これらの

経費の金額を、これらの経費のうちほかの経費の金額に、もしくはこれら以外の経

費の金額に流用し、またはこれら以外の経費をこれらの経費の金額に流用する場合

は、議会の議決を経なければならない。  

 続いて、第９条、簡易水道事業に係る企業債償還金等のため一般会計からこの会

計へ補助を受ける金額は１ ,４６０万３ ,０００円であります。  

 第１０条のたな卸資産の購入限度額は５００万円と定めます。  

 続きまして、３ページをごらんください。  

 水道事業会計予算実施計画書により予算の明細について御説明させていただきま

す。  

 まず、収入の部でありますが、第１款水道事業収益は５億４ ,９１７万８ ,０００

円で、前年度当初予算と比較しまして２ ,７２２万５ ,０００円の減額でございます。

内訳といたしましては、第１款第１項第１目の給水収益は５億１ ,１２８万４ ,００
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０円で、前年比約４ .２％減額で計上しております。給水収益の減少額につきまし

ては、一般の使用料を人口減少を考慮したマイナス２％に、大口使用者の火力発電

所において実績や今後の不透明な状況を考慮し、平成２９年度の最低月をベースに

予算に計上しております。  

 次に、第２目受託工事収益は２ ,０００円で、これは消火栓受託工事収益１ ,００

０円とその他受託工事収益１ ,０００円を計上したものであります。  

 第３目他会計負担金２８１万９ ,０００円は、公園、墓地、消火栓、用水等に係

る無収有効水量及び児童手当に要する経費の一般会計からの負担金収入であります。  

 第４目その他営業収益６７万５ ,０００円は、手数料１０万５ ,０００円、材料売

却収益５６万７ ,０００円、雑収益３ ,０００円であります。  

 続きまして、第２項営業外収益３ ,４３９万４ ,０００円ですが、内訳としまして

は、第１目受取利息及び配当金において預金利息１０万円を計上しております。  

 第２目他会計補助金としては２７７万８ ,０００円、これは総務省の繰出基準に

よる簡易水道企業債償還利息補助金で、一般会計からの補助金でございます。  

 次に、第３目長期前受金戻入１ ,７６３万４ ,０００円は、補助金等を財源に取得

された固定資産の減価償却見合い分の収益価額等でございます。  

 第４目資本費繰入収益１ ,１８２万５ ,０００円は、先ほどと同様に、総務省の繰

出基準による簡易水道に係る企業債償還元金に対する一般会計補助金であります。  

 第５目雑収益２０５万７ ,０００円のうち主なものとしては、国交省に貸与して

おります樋ノ口用地と矢浜保育園職員駐車場として保育園に隣接する用地の賃借料

であります。  

 次に、４ページをごらんください。  

 第３項特別利益については、第１目過年度損益修正益として４ ,０００円を計上

しております。  

 続きまして、５ページをごらんください。  

 支出の部でありますが、第１款水道事業費用は５億４ ,２４０万９ ,０００円で、

前年度と比較しまして１ ,０６３万５ ,０００円の増額であります。  

 内訳としましては、第１款第１項営業費用４億６ ,８２８万６ ,０００円のうち、

第１目原水及び浄水費は８ ,６４９万円、前年度と比較しまして２６２万２ ,０００

円の減額であり、主なものとしては、動力費を平成２９年度の実績に基づきまして

１７６万４ ,０００円減額しております。  

 次に、第２目配水及び給水費は５ ,６８９万５ ,０００円ですが、前年度予算と比
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較しまして３４３万２ ,０００円の減額であり、主なものとしましては、修繕費を

前年度実績に応じて減額しております。  

 次に、第３目受託工事費は２ ,０００円で、これは消火栓受託工事費１ ,０００円

とその他受託工事費１ ,０００円を計上したものでございます。  

 続いて、第４目業務費は４ ,６２８万９ ,０００円で、前年度と比較いたしまして

１万９ ,０００円の減額であります。  

 第５目総係費４ ,５６３万６ ,０００円は、前年度と比較しまして２３９万円の増

額となっております。主なものとしては、委託料に総務省からその策定が義務づけ

られております将来にわたって安定的に事業を継続していくための中長期的な基本

計画である経営戦略の策定に要する費用４５７万６ ,０００円を計上しております。  

 第６目減価償却費は２億１ ,３９８万６ ,０００円で、前年度当初予算と比較して

４３０万５ ,０００円の増額であります。  

 第７目資産減耗費は１ ,８３５万１ ,０００円で、固定資産撤去費１ ,５００万円、

固定資産除却費３３５万円、たな卸資産減耗費１ ,０００円の内訳となっておりま

す。固定資産撤去費につきましては、給水水量の減少に伴い、現在借用しておりま

す取水井の分の取水量が必要ないものとの結論に至りましたので、井戸の現状に復

し、土地所有者に返還するものであります。なお、当該取水井に係る賃貸借料は１

年分計上しており、撤去工事完了まで月割りで支払う予定となっております。  

 第８目その他営業費用は６３万７ ,０００円で、材料売却原価６３万４ ,０００円、

雑支出３ ,０００円を計上しております。  

 続きまして、８ページをごらんください。  

 第２項営業外費用７ ,３６２万円でありますが、第１目支払利息及び企業債取扱

諸費は、企業債利息、一時借入利息をあわせて５ ,４２６万７ ,０００円を計上し、

第２目雑支出３ ,０００円、第３目消費税及び地方消費税は消費税納付額１ ,９３５

万円を計上しております。  

 次に、第３項特別損失は、第１目過年度損益修正損として５０万３ ,０００円を

計上しております。  

 次に、９ページをごらんください。  

 資本的収入及び支出について御説明いたします。  

 第１款資本的収入の予定額は２ ,７６０万８ ,０００円でありますが、前年度当初

予算額より８８万１ ,０００円の増額であります。  

 内訳としましては、第１項第１目上水道加入金として、１３ミリ２０件、２０ミ
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リ２件分の１２７万４ ,０００円、第２目簡易水道給水加入金として、１３ミリ２

件分の１０万８ ,０００円を計上いたしております。  

 次に、第２項負担金２０２万６ ,０００円でありますが、これは配水管布設替え

に伴う一般会計からの消火栓設置工事費負担金で、３基分を計上しております。  

 第３項企業債２ ,４２０万円は、簡易水道配水管布設替事業のための借り入れ分

でございます。  

 次に、１０ページをお願いいたします。  

 第１款資本的支出は２億８ ,６９０万１ ,０００円で、前年度より２ ,８７３万８ ,

０００円の減額であります。  

 第１項建設改良費は８ ,１８４万１ ,０００円で、内訳といたしましては、第１目

固定資産購入費は、機械装置費として量水器購入４７５万８ ,０００円、工具器具

備品費として計画的な更新となる事務所用デスクトップ１０台分１３８万３ ,００

０円を計上しております。  

 第２目上水道施設整備費には、工事請負費で配水管布設替工事など３ ,９１０万

円を計上しております。  

 第３目簡易水道施設整備費には、工事請負費において配水管布設替工事など３ ,

６６０万円を計上しております。  

 次に、第２項企業債償還金、第１目建設改良企業債償還金は２億５０６万円で、

上水道企業債償還元金１億８ ,３８３万円ですが、償還元金として財務省財政融資

資金１６件分、公営企業金融公庫２２件分の内訳となっております。簡易水道企業

債償還元金２ ,１２３万円ですが、償還元金として財務省財政融資資金１２件分と

公営企業金融公庫１０件分の内訳となっております。  

 続きまして、１１ページをごらんください。  

 予定キャッシュ・フロー計算書について御説明いたします。  

 まず、一番上の当年度純利益は４４万２ ,０００円となり、１年間での現金の増

減は、下から３行目のマイナス４ ,５２７万９ ,０００円となり、一番下の期末残高

は６億７ ,０１２万９ ,０００円となります。  

 続きまして、１２ページをごらんください。  

 給与費明細書について御説明いたします。  

 まず、（１）総括でありますが、職員数については、前年度と変更はなく１０名

であります。昇給に伴う増加などにより合計で１４６万８ ,０００円の増額となっ

ております。  
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 （２）は、給料及び職員手当等の増減額の明細についてあらわしたものであり、

詳細はごらんのとおりでございます。  

 （３）は、給料及び職員手当等の状況についてあらわしたものであり、職員の給

与体系は６級１名、４級４名、３級５名であり、詳細は１３ページから１５ページ

に記載しておりますので御参照ください。  

 １６ページには債務負担行為に関する調書を添付してございますので御参照くだ

さい。  

 次に、１７ページをよろしくお願いします。  

 平成３０年度尾鷲市水道事業会計予定損益計算書について御説明させていただき

ます。先ほど御説明いたしました予算実施計画を税抜き経理した結果、それぞれの

ごらんの金額となり、最終的には、下から４行目、当年度純利益は４４万２ ,００

０円となり、さらに、これに前年度繰越利益剰余金３億７ ,９００万８ ,０００円と

減債積立金の取り崩し相当額であるその他未処分利益剰余金変動額５ ,３６３万３ ,

０００円を加えると、当年度未処分利益剰余金は４億３ ,３０８万３ ,０００円とな

ります。  

 次に、１８ページをごらんください。  

 平成３０年度尾鷲市水道事業会計予定貸借対照表について御説明いたします。  

 まず、資産の部では、資産合計は５９億６ ,２６０万６ ,０００円となります。  

 １９ページの負債の部ですが、負債合計は３４億７７万７ ,０００円となります。  

 ２０ページ、資本の部では、６、資本金といたしまして１８億１ ,８０３万５ ,０

００円、７、剰余金として、（１）資本剰余金と（２）利益剰余金をあわせた剰余

金合計７億４ ,３７９万４ ,０００円を加えた資本合計は２５億６ ,１８２万９ ,００

０円となります。この資本合計と負債合計を合算した負債資本合計は５９億６ ,２

６０万６ ,０００円となり、資産合計と同額となっております。  

 次に、２１ページと２２ページでは、重要な会計方針に係る事項に関する注記、

予定貸借対照表等に関する注記など、会計処理の基準及び手続を注記として明示し

ております。  

 続きまして、２３ページから２８ページは、決算見込みとして平成２９年度の予

定損益計算書と予定貸借対照表及び注記を記載しております。  

 なお、タブレットには、例年添付させていただいております建設改良工事計画と

企業債明細書を予算決算常任委員会資料として掲載しております。  

 以上で、平成３０年度尾鷲市水道事業会計予算と補正予算の説明となります。よ
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ろしく御審議の上、御承認賜りますようお願いいたします。  

○三鬼（孝）委員長   水道事業会計に係る議案第２４号、議案第１９号の説明は

終わりましたので、御質疑していただきたいと思います。  

○濵中委員   ３ページに有収水量の数は書いてもらっておるんですけれども、こ

れは何％ぐらいになりますか。  

○三鬼（孝）委員長   どっち。議案、どっち。  

○濵中委員   今年度。  

○尾上水道部長   ３０年度当初につきましては、２８年決算のときの７０ .６％と

いう有収水量を参考に決算しております。  

○濵中委員   そうしましたら、上水道の今回の布設替え、１０ページですね。上

水道配水管布設替えが去年より１５％ぐらい多くなっておるのかな、工事費として。

これはこの２９年度で布設管のデジタル化をされましたよね、それが完成したんで

すよね。それをその完成したデジタルの布設の配管図をもとにしてやれるというこ

とで少しふやしたのかどうか、そのあたり影響は。  

○尾上水道部長   濵中委員おっしゃられるのは、平成３０年度予算に関しまして

は逐次更新しておる５カ年計画の中の上水道と簡易水道の計画を予算化したもので

あります。マッピングシステムについては、３月３０日が納期限なんですけれども、

現在、デモ機は水道部のほうにあって、それでは操作練習等やっているんですが、

予算の反映にはそのマッピングシステムは今のところは考慮していません。  

○濵中委員   そうすると、これ、布設替えに結果を反映できるのは来年度という

感じになるのかなと思うんですけれども、これで見込みとしてなんですけれども、

どうですか、布設替えのスピード、少しは上げられるようですか。今年度のこれで

何％ずつ進んだということになりますか。  

○尾上水道部長   布設替えの更新率につきましては、尾鷲市、旧町内でも百数十

キロに及ぶ水道管網がありまして、水道管の耐用年数というんでしょうか、それと

の比較でいいますと、少しペースは遅いです。ただ、それはどうしてかといいます

と、やはり今おっしゃっていただいておる予算との、うちの資金繰りとの兼ね合い

がありまして、パーセントは相当低いパーセントで推移しているのが現状でござい

ます。  

○濵中委員   それともう一つ、デジタル化したことによって漏水の検討をつける

とかそういうことに関しては、やはり効果は出るというふうに見てよろしいですか。  

○尾上水道部長   はい。マッピングシステムの導入によりまして、全ての配管に
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布設年度と、あと材質等があります。なので、布設年度の古いところからこれまで

以上に正確に布設計画を立てることが可能だと考えております。  

 あと、もう一点、漏水とか工事のときに断水する場合があるんですが、このシス

テムは管路解析といいまして、一つの部分をとめると影響がどういうふうな範囲に

及ぶかというのが一目でわかります。それはこれまでうちの職員が経験上でやって

いたんですが、今後は漏水に対する市民生活への影響も最小限で工事等が行えると

いうふうには見込んでおります。  

○三鬼（孝）委員長   他に。  

○三鬼（和）委員   補正予算で給水水量を９００万か何か減額しておったんです

けど、中部電力さんの大口利用者というかの関係だと思うんですけど、これ、当初

予算を組むときに本年度の給水収益、これはそこは見込んでおるんですか。ないで

あろうということでこの数字が上がっておるんですか。その辺。当初、２９年は減

額になっておって当初はこうなっておるんですけど。  

○尾上水道部長   三鬼委員がおっしゃったように、２９年度の補正で減しており

ます。３０年度当初につきましては、２９年度の決算見込みをもとに人口減少２％

の分と、２９年度中の大口使用者の最低月額を１２カ月分掛け合せたもので当初予

算としては編成しております。  

○三鬼（和）委員   ということは、最低月額があるということでしていますけど、

どの時期にまるっきりなくなるのかどうかわかりませんけど、もっとその辺は減る

見込みと言ったらおかしいけど、減るということは考えられる。  

○尾上水道部長   当初予算編成時には、大口使用者が発表したプレス発表等は反

映しておりませんので、委員さんがおっしゃられるとおり、３０年度中に積算した

ものよりも、最低月額よりもさらに低くなった場合には補正対応したいと。その場

合には、当然来年度当初は、見込みにもよるんですが、大きく減少からゼロベース

までの間で大口に関しては考えていきたいと現状思っております。  

○三鬼（和）委員   あと、若干は見込みを入れて利益が４４万２ ,０００円しか上

がらないというか、上がるといったらいいのか、非常に厳しいですね、現年度で考

えたら。その中で、資料をつけていただいている中に企業債等々の明細があるんで

すけど、現在、一番大きいので水道庁舎かな、したやつがあると思うんですね。そ

れだけでも年間５ ,０００万ぐらいあるのかな。あと、桂山が整備しましたね。そ

れは据え置きして始まるのは来年からなんですか。その辺、どうなんですか。  

○尾上水道部長   桂山配水池の企業債償還の始期は来年度からです。一応桂山に
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見合う企業債償還分につきましては約２ ,５００万、来年度から始まる予定です。  

○三鬼（和）委員   ということは、単純に言ったら来年、このような予算を組ん

でも、もう既に現金にしても、収支については、損益計算上については利息分しか

損益には計上されないのでこの金額とはなりませんけど、現実として２ ,０００万

か２ ,５００万ぐらい、来年起債が始まると現金としては、現金のフローからする

といってくるというわけですね。  

○尾上水道部長   あくまで平成３０年度と同規模の予算を組んだ場合とすれば、

当然に３１年度については、今ちょうど申し上げました大口使用料がゼロになれば

ゼロベースなので、今年度３ ,５００万ほど見込んでおります。今の桂山の企業債

の分が２ ,５００万ですもので、現金の部分では、今のままの事業計画ですとプラ

ス６ ,０００万ほど減少するということになるかと思います。  

○三鬼（和）委員   余剰金もありますけど、このままでいくともうずっと病院の

ほうが赤字というか、収支的にも赤字になっていくということなんですけど、そう

いった水道料金等とも、今年度中にはそういったのはどうなんですか。そういった

ような経費は見込んでおるんですか、どうなんですか。審議会、開くなり、そうい

ったようなことは計画的にはどうなんですか。  

○尾上水道部長   料金改定と審議会につきましては、それに見合う改定時期なん

ですが、昨年の決算委員会の折に、料金改定時期を３年から４年後に見込みたいと

いうことで御説明いたしております。確かに大口使用料の収益が減ることで経営上

大変なのは承知なんですけれども、何とか今のキャッシュ、経営の効率化等をさら

に進めまして、前回決算委員会の折に御説明した料金改定については三、四年後を

めどとしたいと。そうしますと、料金改定と審議会の開催はその１年前というふう

なことでは予定しております。  

○三鬼（孝）委員長   他にございませんか。  

○奥田委員   当初予算のほう、７ページの資産減耗費、固定資産撤去費１ ,５００

万と固定資産除却費３３５万、これについて、総務産業でちょっと説明してもらっ

たけれども、もう一回説明してもらえますか。  

○尾上水道部長   今奥田委員がおっしゃられました７ページの試算減耗費の固定

資産除却費１ ,５００万につきましては、予算説明中も申し上げたんですが、これ

まで一般の方にお借りしておった３号井、４号井、取水井なんですけれども、それ

が最近３年間、過去３年間の取水実績や今後の見込みから、井戸をお返ししても取

水としては賄えるということで、お返しするに当たりまして、契約上、現状復旧が
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もともとありますので上げたものでございます。１ ,５００万の予算計上の根拠と

しましては、一昨年、井戸を１基撤去したときに、工事費約７００万ほど要りまし

たので、掛ける２で１ ,４００万なんですが、１ ,５００万見ております。それから、

その除却費についてはその井戸の分でございます。  

 以上でございます。  

○村田委員   当初のページ、７ページなんですが、資産減耗費、これの内訳をお

示しいただけますか。  

○尾上水道部長   御説明いたします。  

 まず、資産減耗費の固定資産撤去費につきましては、一般の方にお借りしておっ

た井戸２井分を現状復旧するための予算でございます。固定資産除却費につきまし

ては、その井戸に埋設しておりますポンプと資器材がありますので、それを除却す

るための費用でございます。  

 以上でございます。  

○三鬼（孝）委員長   よろしい。他にございますか。  

○村田委員   これはまだはっきり確認はしていないんですが、尾鷲市の水源の取

水口の上流に土捨て場ができるというような話を聞いております。これは個人が所

有しているもと石山云々といった屋敷だとは思うんですが、私の思うところは。そ

うなってくると、水道水源の取水口の上ですので、もちろん水道水源保護条例委員

会が開かれるんでしょうけれども、その辺の当局の見解というのはどういう見解を

持っておられますか。  

○尾上水道部長   今の村田委員がおっしゃられた部分につきましては、市民の方

から個人的にストックヤード、物置をつくりたいということで、対象事業所、事業

計画書が水道部のほうに先々週の金曜日に提出がありました。尾鷲市の水道部のほ

うではそれを内容精査するので一旦受理しております。今後は、４月中旬ごろに水

源保護審議会を開くべく、三重大の宮岡教授、この方が現在水源保護審議会の会長

なんですが、審議会開催までの間にさまざま詰めたり確認するべきことの御指示が

ありますので、その辺も踏まえながら、４月中には水源保護審議会を開催して協議

を進めたいというふうに思っております。  

○村田委員   そういう運びは今聞きましたけれども、ストックヤードというのは

どういうものなんですか。  

○尾上水道部長   その方がお持ちの山の谷にどうも土捨てをして、土捨てをして

林道のところまで高さを持ってきて、そこに木材等を置く平場というんでしょうか。  
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○村田委員   材木集積場。  

○尾上水道部長   材木を一旦置くような、それをストックヤードということで事

業目的には申請がありまして、何千平米かの土地を、平地を林道沿いに設けたいと

いうような事業計画でございます。  

○村田委員   最終的には埋め立てて、ストックヤードと材木の集積場みたいなの

をつくりたいというんですが、それ、どれだけの面積ですか。  

○尾上水道部長   ちょっと今、手元に資料がないので、約で申しわけありません。

２ ,０００平米ほどということで今、確認しております。  

○村田委員   ２ ,０００坪じゃなしに２ ,０００平米ですか。そうすると、今スト

ックヤードをつくるのに、埋め立てるのにどのぐらいの高さを埋めるんですか。土

量はどのぐらい埋め立てるんですか。  

○尾上水道部長   現在計画しております土量につきましては、５万立米というこ

とでございます。  

○村田委員   ２ ,０００平米のストックヤードをつくるのに５万立米の土砂を埋め

立ててつくるというのは、いかにも私は不自然に思えるんですよね。目的がちょっ

と違うのではないかと思うんですが、その辺はどういう聞き取りをしましたか。  

○尾上水道部長   現状では対象事業協議書、事業計画書にはそういうふうな旨が

ありまして、一旦は個人申請の部分ではその目的のとおりで承っています。ただ、

今村田委員さんがおっしゃられたように、実は宮岡会長との話の中では、今おっし

ゃられたとおりでして、個人の方が山の中にストックヤードをつくるとすれば、ス

トックヤードの使用が個人というのか、それがもしほかの方が使用するのであれば、

事業計画者と利用者とにそごがあるので、その辺を確認することとか、多々、ちょ

っと先生のほうから御指示がありまして、本当にその方がストックヤードをつくっ

て使うのか、その方は申請をしているけれども、実際使う方が違う個人の方なり組

織の方であれば、ちょっとこの対象事業計画書についても、今後、審議会の中で問

題が出てくるというような話は会長のほうから指示はされております。  

○村田委員   私の思い違いでなかったら、当該のいわゆる土地というのは、これ

まで石材の山、そういうところじゃなかったですか、場所的には。  

○尾上水道部長   実はこのお話が出て、書類を受理するまでにもこういうお話が

ありましたので、水道部のほうとしても現地のほうを毎週１度確認しておりました。

そこは実はもともと木がある程度生えていたところを伐採しまして、谷になってお

るところに今後土捨てをつくっていくというような形につくり上げておる。石材で
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はなくて、もともとある程度の木が生えていたような痕跡がございました。  

○村田委員   石材場所として一時問題になりましたよね。石山。違うんですね。

じゃ、でも、水道水源の上流には間違いないですね。  

○尾上水道部長   間違いありません。間違いないということで、水源保護審議会

に調査、審査していただくために現在受理しております。場所的には、委員がおっ

しゃられる上流のほうになります。  

○村田委員   そうであるならば、個人が土捨て場といいますか、そういう形で使

うのでなくて、第三者がもしここの埋め立てるのに土砂を運んできて、５万立米と

いったらかなりですからね。５ ,０００と違いますから、５万とすごいですから、

その土量を持ってきてそこに埋め立てるということによって、水道水源が汚染され

るとかいろんな影響はないんでしょうか。これまで、石材関係の認可についてもこ

の辺のところは非常に議論をされたところなんですよね。ですから、水道水源の保

護条例委員会がやる、審議をするんでしょうけれども、我々は議員としても、その

辺のところは当局はどこまでの判断をして議題として上げていくのかなということ

が非常に気になったものですから、今お尋ねしたんですけれども、どうでしょう。  

○尾上水道部長   もともとの事業計画はもう少し大きな規模だったんですけれど

も、現在５万立米と。ただ、５万立米でも、村田委員さんがおっしゃられるように

影響は大きいというふうには考えております。これまでここ５年、１０年は、水源

保護審議会での審議内容というのは採石だけでした。ですので、尾鷲市水源保護審

議会のみならず、県の許認可という部分もありまして、両輪でいろいろ検証してい

くということだったんですが、今回の土捨て場につきましては県のほうの許認可は

関係ございませんので、確かに尾鷲市水道部が所管する水源保護審議会だけの審議、

調査となります。ただ、どうしても水源保護地域で市民の方の、市長もいつもおっ

しゃられるのが、命の水のもとですので、審議していく段階では、当然に土質とか

工法のさまざまな点で慎重な審議を進めていきたいと思っております。  

 水源保護審議会での審議も含めまして、議会のほうにまた報告する機会がござい

ましたら、逐次審議内容についてもお話しできる範囲でその都度御報告したいと思

っております。  

○村田委員   ２ ,０００平米の集積場をつくるのに５万立米の土砂を埋めると。そ

れで目的は集積場ということなんですけれども、まさに本末転倒していますよね。

その辺が非常に私は理解ができないんですよね。その辺は当局としてもいろいろ考

えるし、調査をされるんでしょうけれども、やっぱり、これ、幾らいっても２ ,０
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００平米の集積場のために５万立米埋めるというのは、しかも、どなたが土砂を持

ってこられるのかわかりませんけれども、御本人じゃないとすればこれは本末転倒

も甚だしいので、これは審議会の方々がいろいろ協議をされてお決めになるんでし

ょうけれども、安易に事務局としても、このことはただ申請をしてきたから審議会

に上げるんだということだけじゃなくて、尾鷲市水道部として尾鷲市の水源を守っ

ていく立場から、この辺のところはきちっとやっぱりけじめをつけてやっていただ

くということだけをまずお願いしておきたいなと思いますが。  

○尾上水道部長   村田委員のおっしゃられるとおり、水源保護地域で大事な水源

の源の上流への事業ですので、本当に心して審議していきたいと思っておりますの

で、またよろしくお願いします。  

○奥田委員   ちなみに、それはどこから持ってくるんですか、土は。  

○尾上水道部長   対象事業計画書を、事業計画書の内容につきましては、ちょっ

とまだ水源保護審議会の中でもまだ一度も審議というか、閲覧していただいていま

せんので、市外であるということだけで御容赦いただければ、今のところ市外とい

うことで、済みません。  

○奥田委員   今、高速の工事もしておるし、そういう残土とかだったら、尾鷲は

土砂、結構あると思うんですよね。そういうのをやるのによそから持ってこなあか

んという、ちょっとあそこの庁舎の上のところも国道沿いの、あれも千葉かどこか

から持ってきたということで、県のほうは安全やと言っておるけれども、皆さん、

ちょっと心配されておるところも依然としてあるんやけれども、土砂なんかいっぱ

いあるじゃないですか、尾鷲にね。何でよそから持ってこなあかんのかなというと

ころはちょっと腑に落ちんというか、ちょっとよくわからんのやけど。  

○尾上水道部長   安易に計画書の内容をうのみにしておるわけではないんですが、

疑うことなく、ただ、水源保護地域ですので、本当に慎重に、まずは審査、調査を

していきたいと思っております。  

○三鬼（孝）委員長   他に。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○三鬼（孝）委員長   なければ、これで水道事業に係る予算審議を終了いたしま

す。どうも御苦労さまでした。  

 １５分休憩。  

（休憩  午後  ３時１６分）  
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（再開  午後  ３時３８分）  

○三鬼（孝）委員長   休憩前に引き続き、予算決算常任委員会を再開いたします。  

 付託議案の１１議案の採決を行いたいと思いますけれども、今お手元に配付され

ました議案第１４号、平成３０年度尾鷲市一般会計予算議決についての修正案が委

員長宛てに提出されておりますので、これを取り扱いたいと思います。  

 予算の議決ですが、会議規則第１００条の規定により提出されましたので、御報

告いたします。  

 それでは、ただいまから議案第１４号、平成３０年度尾鷲市一般会計予算に対す

る修正案、提出者であります楠委員より修正案の御説明を願いたいと思います。  

○楠委員   それでは、修正案の提案説明をさせていただきます。  

 議案第１４号、平成３０年度尾鷲市一般会計予算の議決についてのうち、第６款

商工費、第１項商工費、第３目観光費の１９節負担金補助及び交付金のうち、尾鷲

観光物産協会補助金１ ,１６９万６ ,０００円でございますが、この補助の中に、尾

鷲神社の駐車場及びトイレの手数料として２５万８ ,０００円が含まれております

が、地方公共団体が交付する補助金等は、地方自治法において「普通公共団体は、

その公益上必要がある場合においては、寄附又は補助をすることができる。」とい

うことで、地方自治法の２３２条の２に規定されております。一般的にはこれを根

拠として他の地方公共団体または民間などに補助が行われており、支出については、

補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律（昭和３０年法律第１７９号）に

準じて地方公共団体は規則、要綱などを制定しているのが現状です。  

 一方で、憲法８９条では、「公金その他の公の財産は、宗教上の組織若しくは団

体の使用、便宜若しくは維持のため、又は公の支配に属しない慈善、教育若しくは

博愛の事業に対し、これを支出し、又はその利用に供してはならない。」と規定し

ております。補助金の交付に当たりましては、他の地方公共団体は補助金のあり方

に関するガイドラインなどを設けて、各所管が要綱等に基づいて予算編成をしてい

るというように思われます。  

 尾鷲市では、昨年１１月に尾鷲市補助金等の見直し方針を定めて、あわせて尾鷲

市補助金等交付基準、尾鷲市補助金等評価実施基準をセットで補助金交付に当たっ

て（聴取不能）こととして作成しております。この方針並びに基準については、昨

年１１月７日で市長の決裁が終了しているにもかかわらず、資料請求に応じないで、

３月の本会議中、予算決算委員会に公表するなど、行政運営に疑念を持っていまし

たが、方針では、補助金をゼロベースで見直し、補助金制度の適正化及び透明性を
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確保すると定めています。これらの取り組みは評価する一方で、見直しでは２８件

のうち４件が廃止となった程度で、これからの真価が問われるというふうに思いま

す。  

 一般的には、予算書の細節の内容まで確認することは難しい点もありますが、決

算における監査業務でチェックが入ることは歴然としております。今回の補助に当

たっては、関係法令を含めて根拠を確認したのか、また、当該補助に当たって要綱

などを検証したのか、行政経営としてもう少し踏み込んだ形で検討すれば、補助金

ではなく、市が直接行う業務として対応が可能じゃないかというふうに思われます。

ただし、駐車場への補助は契約行為等が考えられるので、補助金や月極めなどが正

当な理由としてないのではないかと思われます。  

 いずれにしても、行政として説明責任を問われることのないよう、必要な条件を

具備することでリスク回避ができることと思います。よって、この観光物産協会の

補助金１ ,１６９万６ ,０００円のうち、２５万８ ,０００円を減額する修正をしよ

うとするものであります。  

 それでは、お手元に配付しました別紙、修正案をごらんいただきたいと思います。  

 第１条中、９１億４ ,８２４万を９１億４ ,７９８万２ ,０００円に改めるもので

す。  

 次に、第１表、歳入歳出の予算の一部を次のように改めます。  

 歳入においては、第１７款繰入金、第１項基金繰入金を８億１ ,６５０万７ ,００

０円から２５万８ ,０００円を減額し、８億１ ,６２４万８ ,０００円といたします。  

 歳出については、第６款商工費、第１項商工費を１億２ ,２４０万９ ,０００円か

ら２５万８ ,０００円を減額し、１億２ ,２１５万１ ,０００円に修正するものであ

ります。  

 詳細につきましては次のページ以降に添付してありますので、御参照いただけれ

ばというふうにお願いいたします。  

 以上、簡単ではございますが、修正案の提案説明とさせていただきます。よろし

く御審議いただきますようお願い申し上げます。  

○三鬼（孝）委員長   それでは、ただいま説明をいただきましたので、修正案に

対する御質疑に入りたいと思います。  

 質疑がある方、御発言願います。ありませんか。  

○三鬼（和）委員   この支出について、先ほど楠委員から御指摘がございました

ので、一理あるとは理解するのですが、もっと別の角度から考えた場合、補助金と
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しては問題があろうかと思いますが、市の活性化というか、観光的な意味合いで、

市が、例えば神社のトイレ、あるいは駐車場を借りて、それを観光的な意味合いの

ことで利用するということは別段そういった宗教的な問題には何らかかわらない。  

 ただ、執行部の説明の中においては、そういったことを具体的にそういった対価

として出すような表現がいかがなものかという気持ちはございましたが、たまたま

観光物産協会の会長さんから、副委員長とともに一遍我々の新年度の事業のことに

ついて話をしたいという中でも、確認としては、理事会においても観光物産協会が

こういった事業に取り組むということが言われておりましたので、一定の観光物産

協会に対して応分の補助をした中で観光物産が取り組むと。  

 でも、先ほど楠委員の指摘にありましたように、こういった借り上げであるとか

使用するということについては、観光物産協会と尾鷲神社においてきちっと取り決

めであるとかはしていただくべきだと思っておりますが、これは予算が成立した後、

こういったことを執行する前にもできることだと思うので、そういった理解は示し

たいと思います。  

 そういったことから、これは質疑は楠委員にしたらいいのかな。  

○三鬼（孝）委員長   そう。当然そういうことになります。  

○三鬼（和）委員   そういった判断もできますので、先ほど楠委員の指摘があっ

たのとともに、そういった判断もできるのではないかと思いますけど、そういった

ことについて意見はどうですか。  

○楠委員   基本的に補助金というメニューから出すことではなくて、今御指摘が

あったように、あくまでも市の事業として面的な制度を確立すれば何ら問題ないん

じゃないかなと。今は点で動いてしまっているので問題があるというように私は考

えております。  

○三鬼（孝）委員長   他に。  

○小川委員   先ほど楠委員のほうから宗教的なことを言われましたけれども、私

が理解するには、宗教の行事、行為に対しての公共事業から支払いというのはそれ

はもうバツだと思うんですけど、使用料の対価として支払うのであれば丸じゃない

のかという思いがあります。それに対してどうでしょう。  

○楠委員   基本的に使用料に当たっても、明確に公のお金から支出するに当たっ

ては、その制度が確立していれば別に問題ないと思うんですよ。  

 あともう一つは、いろいろ学識だとか判例を見ますと、やはりこの辺の議論が、

最終的にはいろいろまだ法学者でも決まっていないというところもあるみたいなの
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で、実質的には市としての制度を明確にすれば、私もそんなに気を使うことじゃな

いかなというふうに思っております。  

○小川委員   反論するわけじゃないんですけど、やっぱり制度を確立しなきゃな

らないと思うんですけど、これはきのうですか、伊勢のほうの議員さんにちょっと

伊勢神宮との関係でお伺いしました。それは、伊勢の伊勢神宮が持っている無料の

駐車場があったんですけど、そこを市が借り受けて、それでメンテナンスも全部、

整備もフェンスもつけて、入り口、出口もつけて、それから、管理人を置いて市が

有料で経営しているという話も伺いました。それをするには、やっぱり制度という

のもあると思うんですけれども、そういうのもいけるという話は聞きましたので。  

○上岡委員   問題があるという言葉が、もう一つちょっと理解がしにくいんです

けど。  

○楠委員   基本的に、私が気になるところは、これを執行したときに、監査委員

とかいろいろ外部から指摘されたときに、やはり大きな問題になりますので、早く

治癒することじゃなくて、予防するという観点から私はこの提案をさせてもらって

いますから。  

○髙村委員   私は、楠さんに近いと思うんですけど、使用料で出しておるもので、

トイレの積算根拠がよくわからんのですね。はっきり幾らかかるので幾らというの

やったらわかるけど、そうしたら、実際的には補助金になってしまうもので。それ

で、無償で借り上げてそれにかかった金を補塡するんやったらわかるんですけどね。

そうやで、やり方が悪いと思うんです。  

○村田委員   それは執行部にならんと私もはっきりわかりませんけれども、その

辺のトイレに対して借り上げ料とか、駐車場の使用料とかいうことで出していると

いうことについては、担当、呼んで聞けばいいと、わかると思うんですが、担当は

きちっと根拠、してあると思いますよ、それは。  

○三鬼（孝）委員長   今回の場合は楠委員の修正案に対する質疑ですから、執行

部に説明を求める必要はない。  

○村田委員   執行部に求めればわかると思うんですがということを申し上げたの

で、執行部から説明を受けるということじゃありませんので。  

 それと、いやいや、ちょっと言わせてくださいよ。ですから、補助金で出してお

りますけれども、以前にも申し上げましたけれども、観光物産協会の会長が、まち

の駅の拠点として位置づけましょうということを私と約束しておりますし、その中

で、補助金をいただいた中で観光物産協会が借り上げておるという事実があります
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ので、今まで無料で使用させていただいておるという事実があるので、その中で出

していただくということについては、対価として出すわけですから、何ら私は問題

はないのではないかなと思っておりますが、これまでも、先般も申し上げましたけ

れども、観光物産協会の中から観光物産協会の事業の一つとして、まちなか散策と

かまちの駅の事業の一つとして尾鷲神社に駐車場を、あす、何台分あけてください

とか、あす、何人行きますので、トイレを使用させてくださいということは、再三

再四要請があるという実態があるんですね。最近でもそうなんですよ。あそこへ、

尾鷲神社云々というよりも、あそこを駐車場にしてあそこでトイレをしてあそこを

拠点にしてまちに散策、この間も観光バスがとまってきておって、どこへ行ったん

だと言ったら、町なかを散策してきておった。そういう役割がありますので、観光

物産協会から補助金の中で補助金として出すのでなく、補助金の中からいわゆる貸

していただいている対価としてこれを出すということについては、私は何ら問題が

ないんじゃなかろうかなと思います。  

 楠さんの言われることも私は理解できないことはありません。予算のあり方とし

てどうなのかということが私は問うておるんだなと思っておりますけれども、性格

上は全く問題はないんじゃないか。執行部も、このまま出していろいろ話を、いか

がでしょうというような話もありませんから、これは我々で結論を出さなければい

けないものですから、今回の執行部の予算計上のあり方については私は全くないよ

うに思うんですが、楠さん、どうでしょう。  

○楠委員   補助金の支出の仕方として、今回、この前も観光の担当のほうから説

明、ありましたけど、港まつりとか、それからヤーヤ便だとかと幾つかに分けたと

いうお話がありまして、今回の場合は、公的事業として市が、人件費だとか出して

いる項目の中から尾鷲神社の使用料という項目出しをしちゃっているので、それだ

ったら本来は、先ほど村田委員がおっしゃったように、別事業、自主事業でやられ

るのであれば何ら問題ないと思うんですよね。ただ、流れが公的事業の中に組み込

んだ詳細項目があって出てきますから、そこは補助金の範囲でしょうということは

私はちょっと思って気になっているので、その辺のちょっと。  

○村田委員   そこのところは個人の解釈の違いだと私は思っておりますけれども、

補助金として出す、その中で観光物産協会が、補助金をいただいたものから観光の

振興のために役に立っておる、尾鷲神社という名前が出てくるので、たまたま場所

がそうだったから出てくるのでややこしくなるんですけれども、駐車場を借りたり

大量のトイレを使わせていただいておるということに対して、対価として観光物産
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協会が出すものですから、私はそこのところは別にここまでこだわる必要はないん

じゃないかなと、甘いかもしれませんけれども、そう思うんですが、いかがでしょ

うか。  

○楠委員   基本的な考え方として、やはり制度上の話がありますし、その対抗要

件もちゃんとつくらなきゃいけないというところと、それから、あと、新年度予算

の２２５ページにも、観光トイレの管理業務委託という項目があるんですよね。そ

ういうところに業務委託の内容がしっかりされていれば、一通りのことは相手方の

ほうに、今言ったように、必要な対価とか、あるいは清掃とか含めていろんな項目

出しのメニューはつくれると思うので、この辺をちょっとやっぱりしっかり執行部

が考えておかないと、一番私が気になるのは、仮に、これはいい悪いは別ですけど、

この予算を認めて何かあったときに、執行部はそれなりに出しておけばいいやとい

うスタイルと、それを承認する私たちのほうが、議会が承認するわけですから、議

会が承認してくれたから執行部は執行処理しましたといったときの、その後の後処

理が何かあったときには対応がすごい難しいんじゃないかなという、ちょっと懸念

があったんですけどね。  

○奥田委員   ちょっと楠委員に確認したいんですけど、今言われたように、二つ

の理由があるのかなと思うんです、楠委員ね。ちょっと確認したいんですけど、一

つは、補助金の支給の仕方ですよね。確かに僕もこの委員会の中で言いましたけれ

ども、トイレ、議会報告会のときも要請されて何とかつけてあげたいなと私も思い

ます。そういう意味では、ただこういう観光物産協会を通してスルーで行くんじゃ

なくて、必要であれば、僕はまちの駅ネットワークの補助金でいいのかなと思うん

ですね。そういうつけ方の問題を言われているのかなと思うし、あと、駐車場につ

いては、駐車場というのが本当にいいのかなというのがあるんですけど、そのつけ

方の問題ね。  

 もう一つは、やっぱり憲法８９条ですよ、政教分離の。公金その他の公の財産は、

宗教上の組織もしくは団体の使用、便益もしくは維持のためこれを支出してはいけ

ないという、これをやっぱり気にされているんじゃないかなと思うんですけど、私

もこれ、やっぱりけさもずっと読んでいたんですけど、抵触するんじゃないかなと。

だから、そういう意味で予防ということを言われて、今も言われたけれども、１１

月に三重県の自治体議員研修の中でも、竹下先生、何人か皆さん、行かれましたよ

ね。９人行かれましたけど、そのときにも、平成２３年から法定受託事務、国や県

から言うてきていること、市に対して、それに対しての議会の議決権も及ぶような



－５６－ 

ことになったと。だから、総合計画とかいろんなことも議決権が及ぶようになった

やないですか。そういう意味で、どんどん議会の責任というのも重くなっていると。

だから、議会が大事なんだよ、しっかりせいよという話があって、その中で、今さ

っきされたように、執行部は提案する提案権はあるんやけれども、そういう話もあ

りましたよね。たしか竹下先生、言われておったんやけれども、議案は出すのは執

行部やけれども、認めるのは議会やもんで、何かあった場合、あんたらの責任やで

と。議会が議決したんですよという、その辺の予防ということで、監査委員とかの

ことも心配されて言われているのかなと。整理するとそういうことなのかなと思う

んですけど、どうなんですか。  

○楠委員   基本的に、執行するのはあくまでも首長以下担当者の話なんですけど、

やはり議会は監視役としてしっかりその内容を見て精査して、だめなものはだめ、

いいものはいい。だめなものでも、こういうふうにすることもどうなんだろうとい

う提案型ですね。ですから、執行部はその辺を聞きながら理解して、自分たちで自

助努力して修正をかけるとか訂正するとかということを望みたいなというふうには

思っています。  

○奥田委員   確認で、楠委員、今回のこれ、出されたことを根回しとかしていな

いと思うんですけど、そういう意味では、今の補助金の支給の仕方、憲法８９条、

この問題もある中で予防ということを言われたけれども、議員の責任になってくる

わけで、村田委員、今自分の責任やと言うたけれども、そういうリスクをしょって

これを賛成反対するかという、重い決断になりますからね、ある意味。  

○三鬼（孝）委員長   当然そういうことやな。  

○奥田委員   ということですね。いいんですか。ちょっと確認。  

○楠委員   基本的にはそういうことになるのと、ここの議論は最終的には執行部

は聞いていないわけですけど、考え方として、やはり市長も観光をしっかりやりた

いんだと言うんだったら、そこもちゃんと見据えてこの予算編成をしてほしいなと

いうふうな思いもあります。今のところ、そういうところです。  

○野田副委員長   楠委員にちょっと質問させてください。ちょっと私も勉強不足

なところがあるかもわからん。制度上の確立していないということを言われたんで

すけれども、そうしたら、手続上も確立していないということで、そこら辺がきち

っとしたものであれば大丈夫だということでよろしいんですか。というのは、憲法

第８９条、奥田さんも言われましたけれども、僕は観光事業としての部分について

は別にオーケーというふうに意識がありまして、そこを、８９条云々を言ってくる
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のであれば、その手続の補助金としての制度のことを言われているのかどうか、そ

こがしっかり手続上書かれたらオーケーだということを言われておるのか、そこら

辺、ちょっとお願いします。  

○楠委員   基本的に８９条は前段と後段があって、後段のほうは教育関係の話を

しているわけなんですけど、前段については、公金の使用に当たっては、制度をし

っかりやっておけば、対抗要件があるんだから基本的にはいいんですよというとこ

ろは、大きなところで、前回も執行部のほうからありましたけど、京都とかそうい

う大きなところはしっかりその制度を見据えて自分たちの制度をつくっているんで

すよね、問題のないように。そのところをちゃんと理解してほしいなというのがあ

りますから、いずれにしても、憲法がどうのこうのと言われても、全部がゼロじゃ

ないんですよ。コンプリートしろという話じゃなくて、しっかり制度をつくれば対

抗要件もできるし、補助金というスタイルなのか使用料なのかの支出はできますよ

ということは、大体今そっちの方向に向かっているというのも確認はしております。

三重県も、この前のサミットのときも、パンフレットに伊勢神宮の鳥居を出すとか

出さないとかという議論も確かにしているんですよね。そういうところが政教分離

の嫌らしさというんですかね、なかなかイエスとかだめだとか答えが出しにくいと

ころなので、しっかりと尾鷲市も制度をつくって、観光という視点からこういうふ

うにするんですよと言えば何ら問題ないんじゃないかと私は思っています。  

○野田副委員長   ということは、今回、この当初予算で上がってきていますけれ

ども、例えば、修正案を出されたんですが、数カ月後にそういうきちっとした議論

を構築して、手続上、また制度上に落とし込んだときにあってはオーケーだという

ことでよろしいんですか。  

○楠委員   執行部のほうで、６月議会にいきなり補正というのはまた難しいんで

しょうけど、９月までに要綱なり、条例まではなかなかできないにしても、要綱上

こういう位置づけをしましたと。それが市民にちゃんと公表できれば、そのときに

予算要求してもらえばいいんじゃないかというふうに思っています。  

○三鬼（和）委員   もう一点だけ確認したいんです。今回は事務局の説明はあり

ましたけど、詳細に観光物産協会に対する補助金は一括ですよね。その中で、制度

上、観光物産協会と神社のほうでこういった取り決めをすれば、どうなんですか。

そういった形でも執行はいいのではないかなと思うんですけど。  

○楠委員   それは先ほど申し上げたように、あくまでも自主事業の中、参加１１

０名の組合員の中の予算の中で執行される分には別に問題ないと思うんですけど、
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先ほども言ったように、市が出している１ ,１６０万近い補助金の中から補助とし

て動いているから、それはまずいんじゃないんですかということを言っていますの

で、だから、仮に数字がなくても、自主事業の中で会費の中でちゃんといろいろ面

倒を見てくれているのでやりますというふうには何ら問題ないと思います。  

○三鬼（和）委員   観光物産協会の収入、支出につきましては、支出につきまし

てはこれはもう一本でするので、この部分がこうという形には最終的には決算では

ならないと思いますので、一般会計とはまたちょっと違うように思います。  

○三鬼（孝）委員長   他にございませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○三鬼（孝）委員長   なければこれから討論に入ります。  

 討論はございませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○三鬼（孝）委員長   討論、ないようでございますので、これをもって討論を終

結いたします。  

 それでは、これより議案第１４号、平成３０年度尾鷲市一般会計予算の議決につ

いて採決を行います。  

 まず、本案に対する楠委員から提出されました修正案について採決いたします。

本修正案に賛成の方は挙手を願います。  

（挙  手  少  数）  

○三鬼（孝）委員長   挙手少数ですね。挙手少数でございます。よって、本修正

案は否決されました。したがいまして、原案について採決いたします。議案第１４

号、平成３０年度尾鷲市一般会計予算の議決について、原案のとおり決することに

賛成の方は挙手を願います。  

（挙  手  多  数）  

○三鬼（孝）委員長   挙手多数でございます。よって、議案第１４号は可決され

ました。  

 続きまして、議案第１５号、平成３０年度尾鷲市国民健康保険事業特別会計予算

の議決について、可決すべきとするもの、挙手願います。  

（挙  手  全  員）  

○三鬼（孝）委員長   挙手全員であります。  

 続きまして、議案第１６号、平成３０年度尾鷲市後期高齢者医療事業特別会計予

算の議決について、可決すべきとするもの、挙手願います。  
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（挙  手  全  員）  

○三鬼（孝）委員長   挙手全員であります。  

 続きまして、議案第１７号、平成３０年度尾鷲市公共下水道事業特別会計予算の

議決について、可決すべきとするもの、挙手願います。  

（挙  手  全  員）  

○三鬼（孝）委員長   挙手全員。  

 続きまして、議案第１８号、平成３０年度尾鷲市病院事業会計予算の議決につい

て可決すべきとするもの、挙手願います。  

（挙  手  全  員）  

○三鬼（孝）委員長   挙手全員。ありがとうございます。  

 続きまして、議案第１９号、平成３０年度尾鷲市水道事業会計予算の議決につい

て可決すべきとするもの、挙手願います。  

（挙  手  全  員）  

○三鬼（孝）委員長   挙手全員でございます。  

 続きまして、議案第２０号、平成２９年度尾鷲市一般会計補正予算（第５号）の

議決について可決すべきとするもの、挙手願います。  

（挙  手  全  員）  

○三鬼（孝）委員長   挙手全員。  

 続きまして、議案第２１号、平成２９年度尾鷲市国民健康保険事業特別会計補正

予算（第３号）の議決について可決すべきとするもの、挙手願います。  

（挙  手  全  員）  

○三鬼（孝）委員長   挙手全員。  

 続きまして、議案第２２号、平成２９年度尾鷲市後期高齢者医療事業特別会計補

正予算（第３号）の議決について可決すべきとするもの、挙手願います。  

（挙  手  全  員）  

○三鬼（孝）委員長   挙手全員。  

 続きまして、議案第２３号、平成２９年度尾鷲市病院事業会計補正予算（第３

号）の議決について可決すべきとするもの、挙手願います。  

（挙  手  全  員）  

○三鬼（孝）委員長   挙手全員。  

 最後に、議案第２４号、平成２９年度尾鷲市水道事業会計補正予算（第３号）の

議決について可決すべきとするもの、挙手願います。  



－６０－ 

（挙  手  全  員）  

○三鬼（孝）委員長   挙手全員。ありがとうございます。  

 これで全議案の採決を終了いたしました。  

 委員長報告ですけれども、いかがでしょうか。よろしいですか。  

○三鬼（和）委員   本日追加議案があるので、予算決算委員会ももう一回開かな。  

○三鬼（孝）委員長   いや、まずこれだけちょっと。  

○三鬼（和）委員   これだけのあれですか。  

○三鬼（孝）委員長   よろしいですか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○三鬼（孝）委員長   わかりました。  

 これをもって予算決算常任委員会を終了いたします。  

 大変長い間、御熱心に御質疑いただきましてまことにありがとうございました。

これで散会いたします。  

（午後  ４時０７分  閉会）  

 


